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地域共生社会を

みんなでつくるた
めの提言

　進行役の宮本太
郎さんが、冒頭、

地域共生社会をめ
ぐっての整理とオ

ープニングフォー
ラムのテーマにつ

いて説明をした。

　地域共生社会と
は具体的にどうい

うことだろうか。
私流に定義をし直

すと、「誰も取り
残されることなく

、

支える側にも支え
られる側にもなり

、

縦割りを超えた支
援と助け合い・支

え合いで誰もが元
気に

なれる社会」にな
ろうかと思う。た

だ、この定義の中
にも

わかりにくいこと
がたくさんある。

　まず「元気」と
は何か。これまで

は支える側・支え
られ

る側はわりとはっ
きり分けられ、支

えられる側は、「病
気」

「障がい」「老い」
イコール元気がな

い。支える側は、「
健

康」「健常」「若
さ」イコール元気

に満ちている。だ
から、

支えられる側を支
えるという話だっ

たが、今はどこまで
が

地域社会の現実だろ
うか。「健康」「健

常」「若さ」と「病

気」「障がい」「
老い」の間のゾー

ンが大きく広がっ
てい

るのではないか。
例えば、ピンピン

コロリはかつて理
想と

言われたが、幸か
不幸かなかなかそ

うはいかない。ど
こか

調子が悪くなって
いくが、だましだ

まし頑張っていこ
うと

なる。言うならば
認知症でもがんや

うつでも普通に暮
らす、

働く時代であり、
あるいは、多くの

方が自分の中にち
ょっ

とユニークなとこ
ろがあると感じて

おり、軽度障がい
、発

達障がいはある意
味では誰にでも当

然のことのように
なっ

ている。

　また、若さと老
いの境界線はどこ

で引けるのか。20
～65

歳までの労働時間
が約10万時間と言

われ、65～85歳ま
での

起居時間が約10万
時間。ドイツのマ

ックス・プランク
研究

所は2007年生まれ
以降の日本人の半

分は107歳まで生
きる

と言っており、そ
うなると65歳以降

の起居時間は約20
万時

間。すると65歳は
ゴールではなくて

ターニングポイン
ト、

中継点に過ぎない
。これからの「元

気」は支える側・
支え

られる側どちらか
にはっきり分かれ

るのではなく、地
域に

自分の「場」があ
って、前向きにな

れる「元気」では
ない

かと思う。では、
そういう元気をど

ういうふうに広げ
てい

くのか。私たちは
どういう時に元気

になるのか。誰か
とつ

ながって認め・認
められ、自己肯定

感を高める時に元
気に

なれる。そういう
意味では、まず大

事なのは「つなが
る」

こと。元気をなく
している人とどう

いうふうにつなが
って

いくかが１つのポ
イントになる。

　２番目に「つな
ぐ」。元気でいら

れない理由は複合
的で

あって、それを打
開する支援は包括

的でなくてはいけ
ない。

そういう意味で縦
割りを超えなけれ

ばいけない。いろ
いろ

な支援を組み合わ
せてつなぐと同時

に、元気になる方
法の

一番大事なことは
、元気が出る「場

」に身を置くこと
なの

で、そういう「場
」につなぐ。

　３番目は、その
「『場』をつくる

」こと。地域には
いろ

いろな困り事が山
ほどあって、子育

てや介護などで支
え合

わなければいけな
い。そういう場が

、実は一番元気が
出る

場になったりする
。そういう意味で

の「場」づくりが
問わ

れてくるだろう。

「つながる」「つな
ぐ」「 『場』をつ

くる」は日本の地
域

福祉政策の骨格に
なってきている。

地域共生社会をつ
くっ

ていくための重層
的支援体制整備事

業が新たに社会福
祉法

に定められており
、第１号の事業は

「つながる」ため
の事

業。例えば、地域
包括支援センター

で障がい・子ども
・困

窮の問題を扱って
もよくなり、その

時に交付金も一括
して

出すことが新たに
認められるように

なっている。「つな
ぐ」

「『場』をつくる
」についても第２

号、第３号事業と
して

制度の応援が整っ
てきている。

【進 行 役】

【登 壇 者】
宮本  太郎氏 中央大学法学部教授

村木  厚子氏 （社福）全国社会福
祉協議会会長

西　  智弘氏 川崎市立井田病院腫
瘍内科部長、（一社

）プラスケア代表理
事

丹野  智文氏 （一社）認知症当事
者ネットワークみや

ぎ代表理事

熊谷  美和子氏 （
特非）たすけあい平

田理事長

オープニングフォ
ーラム

宮本 太郎氏

■ 特別トーク
飯島勝矢氏、辻哲夫氏、近藤克則氏、
杉山孝博氏、中村秀一氏、石山麗子氏、
髙橋陽子氏、田中滋氏
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　これまでの３回のサミット、そし
て2023年のオンラインフェスタでも
有償ボランティアによる生活支援の
広げ方を考えたが、今回は有償ボラ
ンティアを実践、あるいは支援して
いる登壇者の事例を基に、有償ボラ
ンティアにはどういう特徴があり、
どういう役割を果たしているのか、

また、助け合い活動と介護保険サービスの違いなどについ
て議論したいと進行役の中村順子さんが趣旨説明をした。
　そして、中村さんは助け合い活動の類型などについて説
明した。1982年に有償ボランティアを関西で始めた団体に
いた。当時は措置しかない時代で、市民がお金を出して助
け合うのは斬新で新しい考え方だと共感してその運動に入
ったことを覚えている。2000年に介護保険制度が始まり、
有償ボランティアが若干停滞気味になったこともあった。
15年、最後まで住み慣れた地域で暮らしたいと地域包括ケ
アシステム、つまり住居を中心に医療や介護サービスが受
けられ、さらに生活支援・介護予防として住民が助け合い
ながらお互いを支え合うサービスを基盤に置く素晴らしい
地域ビジョンが示された。まもなく10年になるが、プロフ
ェッショナルなサービスである医療・介護は進化を遂げた
と思うが、その基盤となる住民の助け合い、市民同士の支
え合いはまだそんなに進んでいないと言わざるを得ない。

助け合い活動の類型は左図のように大きく分類できると思
う。有償のほうが無償より頼みやすく、継続して続きやす
い。無償には課題発見力、有償には物事・ニーズに対して
解決力が求められている。生活支援・介護予防の分野にお
いては住民同士の助け合いで支え合っていく必要があると
思うと課題提起した。

　山形県天童市で30年以上、気兼ね
なく支え合い、長続きし、提供する
側のいきがいにもなるという理念で、
有償ボランティアの助け合い活動を
進めている加藤由紀子さんは、「ふ
れあい天童」立ち上げの経緯・思い
等を紹介した。
　ふれあい天童は助け合いをしたい

という気持ちで92年から始め、介護保険には参入せず、助
け合い活動のみを行い、市民のあらゆるニーズに応える活
動を続けてきた。始める前に12年間、仕事を辞めて３人の
子育てをしながら５人の介護を経験した。この時、誰かに
手伝ってもらえたらありがたいと思ったが、介護を手伝っ
てくれるような人は周りに全くいなかった。これは私に活
動をつくれということだなと思った。
　ふれあい天童開設15日目に通院介助の依頼を受けた。家
族が仕事を休めないためで、車イスとベッド上の生活の方
だったので、この人にどう対応すればいいのかを仲間内で
一生懸命話し合った。ところが、やってみたらわりあい難
なくできることがわかり、とても自信がついた。その後、
ありとあらゆる困り事が私たちのところに回ってきて、
様々な重介護や看取りなども行っている。私たちが応援す
ることで、その人が安心して暮らせるようになるとわかり、
応援することが私たちの喜びとなって活動の輪が広がって
いった。活動を多くの人が知ることで、一緒に活動してく
れる仲間も増えた。
　活動を始めて見えた課題は、高齢者の一人暮らし・高齢
世帯の増加や、家族の介護力不足、老々介護の増加、認知
症患者の増加。大変だなと感じたのは、高齢者の母（父）
と息子世帯の増加で、仕事を辞めて親を見たいという息子

その人の思いを実現する

加藤 由紀子氏

中村 順子氏

有償ボランティアによる生活支援の広げ方

【進 行 役】
【登 壇 者】

中村  順子氏 （認定特非）コミュニティ・サポートセンター神戸理事長
加藤  由紀子氏 （特非）ふれあい天童理事長
鈴木  恵子氏 （認定特非）すずの会理事長
田口  研一郎氏 葛城市第１層生活支援コーディネーター

学ぼう
編
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　冒頭、進行役の清水肇子が趣旨を述べた。地域共生社会

づくりに向けて「ごちゃまぜ」、どのようにつながったら

いいのか、どのようにつなげたらいいのかと、皆さんすご

く悩んでいる、あるいは意欲的に取り組んでいるところだ

と思う。これまでのプログラムでもいろいろな事例の中で

「つながりが大事だよね」という話をたくさん伺った。前

半は、登壇者の皆さんから地域の中で多世代・多分野でつ

ながりながらいろいろなネットワークを組み、活動・取り

組みをどう広げているかの紹介、同時に参加者の皆さんか

ら登壇者への質問を募集し、後半は、その質問に登壇者の

皆さんが答える形でつながりづくりの進め方の議論を深め

たいと説明した。　続けて、参加者に投票機能を使って質問をした。

　ＳＣさん、社協さん、包括さんほか、やはり一番主軸に

なって地域づくりに取り組んでいる皆さんが多い。住民の

皆さん、介護事業や医療・看護関係の方、企業・学校関係

の方も参加している。

「１年未満」「１～３年未満」のこれから勉強していこう

という方が約半数を占めた。また、「５～10年未満」が約３

割だが、「20年以上」という方も含め、長く関わっている

という方も多かった。

　やはり「新しい取り組みへの意識の醸成」が圧倒的に多

い回答となった。次に「場所・機会の共有」「硬直的な制

度・サービス」。「意識の壁」が直面している一番の課題

となった。

「地域の住民・市民同士、あるいは市民活動同士をつなげ

る」「地域の多様な主体をつなげる」が多く、「企業との

連携」もけっこう多く、関心が寄せられた。
　社協に入って20年、2020年まで大阪府太子町第１層ＳＣ

だった貝長誉之さんは、太子町の生活支援体制整備事業等

の取り組みと大阪府でのつながりづくりについて紹介した。

　太子町は半分が山で、端から端まで車で10分で行けると

いうコンパクトな町に約１万2700人が生活している。高齢

つながりづくりの進め方地域共生社会づくりに向けた
ごちゃまぜの「つなげ方・つながり方」とは

【進 行 役】
【登 壇 者】

清水  肇子 （公財）さわやか福祉財団理事長

新田  國夫氏 （一社）日本在宅ケアアライアンス理事長

貝長  誉之氏 （社福）太子町社会福祉協議会事務局次長 兼 地域包括推進室長

中村  保佑氏 東灘こどもカフェ代表、労働者協同組合甲南げんき村代表理事

江田  佳子氏 佐々町多世代包括支援センター参事

ＳＣ 39％　協議体構成員 2％　行政 8％
社会福祉協議会 24％　地域包括支援センター 11％

地縁組織・ＮＰＯ・非営利団体 5％　介護事業 1％

医療・看護 1％　企業・学校 1％
その他地域づくり関係者 6％　一般市民 2％

立場・所属を教えてください。（２つまで選択可）

Q1

１年未満         19％ １～３年未満    26％

３～５年未満  14％ ５～10年未満  29％

10～20年未満  6％　  20年以上           6％　

今の活動・仕事に関わっている年数を教えて

ください。

Q2

地域の住民・市民同士をつなげる 22％
地域の住民・市民活動同士をつなげる 20％
地域の多様な主体をつなげる 21％
庁内連携（他の施策分野）の担当部門との連携 9％　

医療・看護との連携 3％介護事業・施設との連携 4％企業との連携 10％学校との連携 6％商業店舗（商店街）との連携 5％　

地域におけるつながりづくりについて、今取

り組んでいること、これからまず強化したい

ことは何ですか？（３つまで選択可）

Q4

新しい取り組みへの意識の醸成 66％　情報の共有 7％　

場所・機会の共有 12％　硬直的な制度・サービス 8％　

費用 6％　デジタルの環境 1％　

地域におけるつながりづくりについて、今

一番壁になっていると思うものは何ですか？

（１つ選択）

Q3

ごちゃまぜにつながろう

　昨年10月の「いきがい・助け合い
オンラインフェスタ2024」をダイジ
ェスト版としてまとめました。
　財団ＨＰトップページ右上のバナ
ーをクリックしてダウンロードして
ください。

右のコードからも
ご覧になれます

フェスタの参加者と登壇者の皆さんにお聞
きした「これからの地域共生社会づくりで
大切にしたいキーワード」を、ダイジェス
ト版の表紙に入れました。
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●公益財団法人さわやか福祉財団理事
地域には「つながらない人」や「つながれない人」がいます。
このような人達には「つながっている人達」のプラス面を学ん
でほしいものです。

2025年度 
全国交流フォーラム
開催のお知らせ

2025年７月2８日（月）

さわやか福祉財団

　当財団の「新しいふれあい社会づ
くり」をご支援いただいている皆様
と一堂に会し、幅広い情報交換と交
流を目的とした今年度の全国交流フ
ォーラムを開催いたします。

●  詳細は決まり次第、財団ホームページに掲載いたします。
● さわやかパートナーをはじめとするご支援者の皆様には、別途案内状を郵送
いたしますので、お申し込みはそちらをご利用ください。

第１部  さわやかフォーラム　事業報告、トーク等
第２部  さわやか交流会　交流パーティー

第１部：KFC Hall　第２部：第一ホテル東京
（東京都墨田区  東京メトロ「両国」駅・ＪＲ「両国」駅最寄り）

第１部：無料
第２部：運営協力金として2,000円（当日受付にて）

電話（03）5470-7751　全国交流フォーラム（担当：中村）お問合せ

皆様のご参加をお待ちしています ！

当日は、故堀田力前会長に関する展示も行う予定です

概 要

場 所

参加費

（写真は昨年の全国交流フォーラムの様子）

背 2.0mm
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26

27
28

新しいふれあい社会づくりに向けて

日本の担い手となる外国人の介護職員
公益財団法人Ｕビジョン研究所理事長  本間  郁子

22 連載 最終回地域とつながる施設とは人生100年

10

幼少期の思い出を胸に
子どもの笑顔と地域の絆を紡ぐ

ＮＰＯ法人ｅｎｎｅ 代表  酒井  史さん（高知県土佐清水市） 

強さと弱さの考え方
清水  肇子

2 新しいふれあい社会 実現への道

生き方・自分流新
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４
月
は
自
治
体
を
は
じ
め
多
く
の
組
織
が
新
年
度
を
迎
え
る
。
担
当
者
の
異
動
も
多
い
こ
の
時
期
、
新
し
い

職
務
で
自
分
は
何
を
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
期
待
と
共
に
慣
れ
な
い
環
境
で
の
不
安
も
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

「
強
み
を
生
か
そ
う
」
と
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
だ
。
社
会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
ま
た
多
様
性
が

志
向
さ
れ
る
今
、
組
織
運
営
で
も
個
人
の
働
き
方
や
生
き
方
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
多
彩
に
持
つ
「
個
性
」
を

で
き
る
だ
け
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
前
向
き
な
響
き
が
あ
り
、
苦
し
い
中
で
も
主
体
的
で
自
由
な
考

え
方
を
取
り
や
す
い
楽
し
み
が
あ
る
。
目
標
達
成
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
の
強
さ
と
は
何
か
を
考
え
合
い
、
効

果
的
・
効
率
的
に
成
果
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
は
、
共
創
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
い
わ
ば
令
和

流
の
取
り
組
み
方
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
は
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
定
着
し
て
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
一
方
で
、
「
弱

み
を
克
服
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
方
は
、
今
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
か
な
り
押
さ
れ
気
味
だ
。
視
点
が
内
向

的
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
細
か
な
点
に
目
が
行
き
過
ぎ
て
大
局
的
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
短
所
に
陥
り
や
す
い

と
も
さ
れ
る
。
弱
点
の
克
服
だ
か
ら
気
持
ち
も
乗
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
「
弱
さ
」
と
は
そ
う
簡
単
に
改
善
や
解

消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
努
力
を
続
け
る
長
い
時
間
と
相
当
な
忍
耐
が
必
要
と
な
る
。
同
じ
目
標
に
向
か

新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
　
実
現
へ
の
道

 

さ
わ
や
か
福
祉
財
団  

理
事
長  

清
水  

肇
子

強
さ
と
弱
さ
の
考
え
方

2025.4 2
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う
な
ら
、
「
強
さ
」
を
生
か
そ
う
と
言
う
ほ
う
が
前
向
き
で
効
果
も
感
じ
や
す
い
の
は
当
然
の
道
理
で
は
あ
る
。

　
で
は
、
住
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
地
域
の
強
み
、
特
色
は
何
か
を
皆
で
考
え
る
こ
と
は
大
変
大
事
な
こ
と
で
広
く
意
見
を
交
わ
し
や
す
い
。
普

段
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
事
柄
も
、
意
識
す
る
こ
と
で
光
が
当
た
り
、
新
し
い
価
値
創
造
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
地
域
の
弱
み
を
「
本
来
必
要
だ
が
地
域
に
現
状
不
足
し
て
い
る
も
の
」
と
捉
え
た

と
き
、
楽
し
く
な
い
か
ら
、
効
果
が
見
込
め
な
い
か
ら
と
切
り
捨
て
、
放
っ
た
ま
ま
に
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
将
来
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
も
住
民
自
身
も
逃
げ

ず
に
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
強
さ
に
光
を
当
て
て
浮
き
上
が
ら
せ
れ
ば
一
時
的
な
効
果
は

見
え
る
け
れ
ど
も
、
逆
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
弱
さ
を
さ
ら
に
見
え
づ
ら
く
し
、
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
て
し
ま

う
結
果
に
も
な
る
。
弱
い
現
状
の
課
題
を
直
視
し
、
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
真
の
地
域
づ
く
り
に

は
向
か
え
な
い
。

　
地
域
づ
く
り
で
は
弱
み
を
知
る
こ
と
の
効
果
も
あ
る
。
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
自
分
事
化
で
き
、
何
と
か

し
た
い
と
逆
に
前
向
き
に
困
難
に
向
き
合
う
気
持
ち
や
パ
ワ
ー
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
弱
さ
が
強
さ

を
引
き
出
し
、
地
域
力
全
体
が
向
上
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
実
は
、
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
強
さ
と
弱
さ
と

は
、
一
体
と
し
て
考
え
て
取
り
組
む
こ
と
で
相
乗
効
果
が
よ
り
発
揮
し
や
す
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
何
よ
り
も
、
人
の
強
み
や
弱
み
は
一
概
に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
そ
の
人
の
個

性
で
あ
っ
て
、
場
所
、
相
手
、
環
境
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
や
判
断
は
大
き
く
変
わ
る
。
強
い
部
分
と
弱
い
部
分

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
人
の
出
番
づ
く
り
を
多
彩
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
弱
さ
を
見
つ
め
、

生
か
す
こ
と
は
、
誰
も
が
役
割
を
持
て
る
共
生
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
進
め
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2025.43
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広
げ
よ
う  

つ
な
げ
よ
う  

地
域
助
け
合
い

活
動
の
現
場
か
ら

近
隣
地
区
が
集
ま
っ
て
移
動
支
援
も
創
出

仲
間
を
増
や
し
て
助
け
合
お
う

一
般
社
団
法
人
チ
ョ
イ
サ
ポ
し
の
だ
（
大
阪
府
和
泉
市
）

42025.4

　
枕
草
子
に
「
森
は
信
太
の
森
」
と
う
た
わ
れ
た
緑
豊
か
な
丘
陵
地
、
和
泉
市
信
太
地
区
。

こ
の
地
で
“
チ
ョ
ッ
ト
し
た
”
こ
と
を
“
サ
ポ
ー
ト
”
し
た
い
と
誕
生
し
た
生
活
支
援
団

体
が
「
一
般
社
団
法
人
チ
ョ
イ
サ
ポ
し
の
だ
」
で
あ
る
。
小
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動
か

ら
、
近
隣
地
区
が
力
を
合
わ
せ
て
創
出
し
た
移
動
支
援
を
含
め
た
活
動
へ
の
広
が
り
を
取

材
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
取
材
・
文
／
石
橋
　
千
春
）

「
チ
ョ
イ
サ
ポ
し
の
だ
」
（
以
下
、
チ
ョ
イ

サ
ポ
）
が
活
動
す
る
信し
の
だ太

中
学
校
区
は
、
和

泉
市
の
北
部
に
位
置
す
る
。
大
阪
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
、
1
9
7
1
年
に

は
鶴
山
台
団
地
の
入
居
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら

に
バ
ブ
ル
期
に
は
、
そ
の
周
辺
に
一
戸
建
て

の
建
設
も
進
ん
だ
。
団
地
の
入
居
か
ら
50
余

年
、
同
中
学
校
区
の
人
口
は
2
万
5
0
3
9

人
（
2
0
2
2
年
6
月
現
在
）
で
高
齢
化
率

が
30
％
と
、
市
全
体
の
平
均
25
％
を
上
回
る

と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　

取
材
当
日
の
朝
9
時
、
チ
ョ
イ
サ
ポ
代
表

理
事
の
藤
原
清
伸
さ
ん
（
75
歳
）
と
Ｊ
Ｒ
阪

和
線
「
北
信
太
」
駅
前
で
待
ち
合
わ
せ
た
。

車
で
ま
ち
を
走
る
と
、
な
る
ほ
ど
坂
道
や
急

勾
配
の
細
い
道
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

高
齢
者
が
歩
く
の
は
困
難
な
こ
と
が
分
か
る
。

「
バ
ブ
ル
期
に
は
、
森
み
た
い
な
と
こ
ろ
を

開
発
し
て
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
で
も
ど
ん
ど

ん
家
を
建
て
ま
し
た
か
ら
、
近
く
に
買
い
物

す
る
と
こ
ろ
も
な
い
ん
で
す
よ
」
と
藤
原
さ

車
な
し
で
は
生
活
で
き
な
い
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広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から
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相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
一
番

助
か
っ
た
の
は
、
急
に
脚
が
悪
く
な
っ
た
と

き
。
病
院
に
行
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
よ
う
、

こ
れ
は
チ
ョ
イ
サ
ポ
さ
ん
し
か
な
い
と
。
藤

原
さ
ん
に
電
話
し
た
ら
、
快
く
送
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
も
う
、
親
族
以
上
の
関
係
で
す

」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

チ
ョ
イ
サ
ポ
は
、
急
な
と
き
も
お
互
い
さ

す
る
。
「
私
ね
、
80
歳
ま
で
は
バ

リ
バ
リ
車
を
運
転
し
て
い
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
心
臓
を
悪
く
し
て

手
術
。
免
許
を
返
納
し
て
か
ら
、

こ
の
ま
ち
が
こ
ん
な
不
便
な
と
こ

ろ
だ
と
分
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
病
院
や
買
い
物
、
ど
こ
に
行
く

の
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
」
と
松

山
さ
ん
。
そ
の
後
、
チ
ョ
イ
サ
ポ

が
信
頼
で
き
る
助
け
合
い
の
活
動

だ
と
分
か
り
、
部
屋
の
電
球
の
取

り
換
え
か
ら
ス
マ
ホ
の
使
い
方
ま

で
、
困
っ
た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と

ま
の
心
で
で
き
る
だ
け
対
応
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
。
困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て
お
け
な

い
の
だ
。
だ
か
ら
、
チ
ョ
イ
サ
ポ
へ
の
利
用

者
の
信
頼
度
は
絶
大
だ
。

　

松
山
さ
ん
を
老
人
集
会
所
の
玄
関
前
で
見

送
る
と
、
2
件
目
の
前
川
さ
ん
（
76
歳
）
宅

へ
。
予
約
し
て
い
る
鍼
灸
院
と
ス
ー
パ
ー
で

の
買
い
物
の
支
援
だ
。
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物

ん
。
現
在
、
団
地
周
辺
に
郵
便
局
は
残
っ
て

い
る
が
、
銀
行
の
店
舗
は
撤
退
し
て
駅
前
に

し
か
な
い
。
「
車
な
し
に
は
と
て
も
生
活
が

成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
。
藤
原
さ
ん
は
60

歳
で
退
職
し
た
後
、
こ
の
地
区
で
病
院
の
送

迎
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
頃
か

ら
こ
の
ま
ち
に
は
移
動
支
援
が
絶
対
に
必
要

だ
と
考
え
て
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
中
に
送
迎
2
件
と
、
部

屋
の
片
付
け
の
依
頼
1
件
の
下
見
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
1
件
目
の
松
山
さ
ん
（
82
歳
）

宅
に
到
着
し
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
と
、
笑

顔
の
松
山
さ
ん
が
玄
関
か
ら
杖
を
片
手
に
出

て
き
た
。
一
人
暮
ら
し
の
松
山
さ
ん
は
チ
ョ

イ
サ
ポ
立
ち
上
げ
の
頃
か
ら
の
利
用
者
で
、

今
日
の
依
頼
は
い
つ
も
通
っ
て
い
る
老
人
集

会
所
へ
の
送
迎
だ
。
長
年
の
知
り
合
い
の
よ

う
な
気
軽
さ
で
藤
原
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
支
え
て
も
ら
い
乗
車

前川さん（左）。品物を家
の中まで運んでもらい、大
助かりだという

藤原さん（左）と松山さん
（右）。車の乗降には踏み
台を用意している

困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て
お
け
な
い
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会
福
祉
協
議
会
会
長
で
チ
ョ
イ
サ
ポ
副
代
表

の
佐
藤
正
浩
さ
ん
（
80
歳
）
は
、
そ
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
代
表
と
し
て
藤
原
さ
ん
ら

と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
。

「
定
年
退
職
後
、
自
治
会
役
員
に
な
っ
た
の

を
機
に
校
区
社
協
会
長
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
活

動
し
た
り
勉
強
し
た
り
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
地
域
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
る
と
、

お
互
い
が
孤
立
せ
ず
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
助
け
合
い
が
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。
利
用
者
と
話
し

て
い
る
と
「
お
墓
参
り
が
し
た
い
け
ど
、
遠

く
て
な
か
な
か
行
け
な
い
」
と
か
、
目
の
不

自
由
な
人
か
ら
「
診
療
所
ま
で
付
き
添
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
く
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ら
の
支
援
も
部
分
的
に
行
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
通
常
の

生
活
支
援
だ
け
で
な
く
本
格
的
な
移
動
支
援

へ
と
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

藤
原
さ
ん
や
佐
藤
さ
ん
た
ち
は
、
移
動
支

援
を
や
る
な
ら
鶴
山
台
北
（
小
学
）
校
区
だ

と
き
は
も
っ
と
話
が
弾
む
そ
う
だ
。
短
い
送

迎
の
間
で
も
、
前
川
さ
ん
に
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

続
い
て
、
部
屋
の
片
付
け
を
頼
ま
れ
た
男

性
宅
の
下
見
へ
。
部
屋
の
状
況
を
見
な
が
ら

丁
寧
に
男
性
の
相
談
に
乗
る
藤
原
さ
ん
。
も

と
も
と
片
付
け
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
男
性

は
「
10
年
前
に
妻
が
亡
く
な
っ
て
ね
。
気
力

も
な
く
な
り
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
」

そ
う
だ
。
そ
ん
な
折
、
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ

ン
グ
」
と
い
う
地
域
の
朝
食
会
で
藤
原
さ
ん

と
出
会
い
、
「
こ
の
人
な
ら
相
談
で
き
る
」

と
思
っ
た
と
い
う
。

　

チ
ョ
イ
サ
ポ
に
は
、
前
身
と
な
る
「
鶴
山

台
北
校
区
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
団
体
が
あ
っ
た
。
14
年
設
立
で
、
鶴
山

台
北
（
小
学
）
校
区
内
の
高
齢
者
の
日
常
生

活
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
、
市
社

を
し
た
前
川
さ
ん

の
荷
物
を
藤
原
さ

ん
が
持
ち
、
車
で

送
り
届
け
て
家
の

中
ま
で
荷
物
を
運

ぶ
の
が
い
つ
も
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
。

前
川
さ
ん
に
は
家

族
が
い
る
が
、

「
病
院
や
買
い
物
、

銀
行
と
出
か
け
な

き
ゃ
い
け
な
い
け

ど
、
家
族
も
忙
し

い
し
…
。
そ
の
点
、
チ
ョ
イ

サ
ポ
さ
ん
な
ら
謝
金
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
気
兼

ね
な
く
お
願
い
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
」
。
さ
ら
に
、
「
普
段
は
あ
ま
り
お
し
ゃ

べ
り
し
な
い
け
ど
、
こ
こ
で
は
口
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
」
と
朗
ら
か
に
話
す
。

藤
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

片付けの下見で
訪問した男性宅。
中央は藤原さん

利
用
者
の
声
を
受
け
て
移
動
支
援
へ

課
題
を
共
有
す
る
近
隣
地
区
も
一
緒
に
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と
川
西
さ
ん
が
集
ま
り
、
第
1
回
協
議
体
を

開
催
。
移
動
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
1
年
間
、

参
加
者
を
増
や
し
な
が
ら

協
議
体
は
話
し
合
い
を
重

ね
て
い
っ
た
。
「
段
階
や

課
題
に
即
し
た
支
援
を
集

め
て
、
協
議
体
に
提
案
す

る
の
が
Ｓ
Ｃ
の
重
要
な
役

割
」
と
川
西
さ
ん
は
話
す
。

早
い
段
階
で
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。

約
6
0
0
0
枚
を
中
学
校

区
に
全
戸
配
布
し
、
地
区

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も
回

収
箱
を
設
置
し
て
も
ら
っ

て
1
0
0
0
枚
強
を
回
収
。

結
果
は
、
移
動
支
援
を

「
今
す
ぐ
利
用
し
た
い
」

け
で
な
く
、
隣
接
す
る
2
校
区
（
鶴
山
台
南
、

信
太
）
も
含
む
中
学
校
区
全
体
で
取
り
組
む

ほ
う
が
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
で
き
る
し
、
担

い
手
も
増
え
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
同
じ
課

題
を
共
有
す
る
鶴
山
台
南
（
小
学
）
校
区
社

協
会
長
の
石
原
健
一
さ
ん
（
73
歳
）
や
、
当

時
の
信
太
（
小
学
）
校
区
社
協
会
長
だ
っ
た

名
倉
克
己
さ
ん
（
84
歳
）
に
も
声
を
か
け
た
。

後
に
チ
ョ
イ
サ
ポ
立
ち
上
げ
の
中
心
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
た
人
た
ち
だ
。

　

チ
ョ
イ
サ
ポ
の
立
ち
上
げ
準
備
と
し
て
、

藤
原
さ
ん
た
ち
は
ま
ず
、
市
社
協
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
属
Ｓ
Ｃ
（
当
時
）
の
川
西

潤
子
さ
ん
に
「
手
伝
っ
て
」
と
声
を
か
け
た
。

川
西
さ
ん
は
、
藤
原
さ
ん
た
ち
と
は
顔
見
知

り
。
話
を
聞
い
て
「
皆
さ
ん
同
じ
方
向
を
見

て
い
る
。
こ
の
方
々
な
ら
」
と
確
信
し
、
支

援
を
始
め
た
。
さ
っ
そ
く
、
こ
の
地
区
で
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
第
2
層
協
議
体
を

結
成
し
て
話
し
合
い
の
場
に
す
べ
く
、
川
西

さ
ん
は
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
。
関
係
機
関
（
行
政
、
包
括
、
市

社
協
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
等
専
門
職
、
プ

ロ
ボ
ノ
）
と
の
調
整

に
入
っ
た
。
並
行
し

て
19
年
2
月
、
中
心

メ
ン
バ
ー
と
共
に
移

動
支
援
の
先
進
地
で

あ
る
大
阪
府
豊
中
市

社
協
の
視
察
に
出
か

け
、
み
ん
な
で
「
こ

れ
は
や
ら
ね
ば

」

と
大
い
に
刺
激
を
受

け
た
と
い
う
。
同
年

4
月
に
は
、
3
（
小

学
）
校
区
の
代
表
者

ア
ン
ケ
ー
ト
、
先
進
地
視
察
…

「
こ
れ
は
や
ら
ね
ば
　
」

左から、川西さん、佐藤さん、石原さん、太田さん、藤原さん
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が
約
2
0
0
人
、
「
あ
っ
た
ら
い
い
」
「
5

年
後
に
は
頼
み
た
い
」
が
合
わ
せ
て
約
６
０

０
人
。
こ
れ
を
見
た
メ
ン
バ
ー
は
、
移
動
支

援
の
必
要
性
を
確
信
し
た
。

　

協
議
体
に
は
辻
宏
康
市
長
や
市
議
会
議
員

に
も
来
て
も
ら
い
、
そ
の
必
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
っ
た
。
協
議
体
の
合
間
に
は
複
数
の

先
進
地
を
視
察
し
た
り
、
プ
ロ
ボ
ノ
を
活
用

し
て
移
動
支
援
の
現
状
や
制
度
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
た
り
し
た
。
さ
ら
に
ド
ラ
イ
バ

ー
研
修
も
実
施
し
て
、
移
動
支
援
に
お
け
る

安
全
面
や
法
律
面
な
ど
諸
課
題
を
乗
り
越
え

る
ス
テ
ッ
プ
を
一
歩
一
歩
上
っ
て
い
っ
た
。

　

20
年
2
月
に
は
移
動
を
含
む
生
活
支
援
団

体
「
チ
ョ
イ
サ
ポ
し
の
だ
」
の
設
立
総
会
を

開
催
。
3
月
に
は
最
後
と
な
る
協
議
体
を
開

催
し
、
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ド

ラ
イ
バ
ー
候
補
の
人
な
ど
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
た
。
中
に
は
、
活
動
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
違
う
こ
と
で
辞
退
す
る
人
も

い
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
担
い

手
は
確
保
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

た
も
の
の
住
民
か
ら
の
「
早
く
開

始
し
て
ほ
し
い
」
と
の
強
い
要
望

を
受
け
て
、
6
月
に
は
移
動
支
援

の
受
付
が
始
ま
っ
た
。

　

チ
ョ
イ
サ
ポ
で
の
移
動
支
援
の

謝
金
は
片
道
1
0
0
円
（
中
学
校

区
内
10
～
15
分
）
。
「
よ
く
『
安

い
ね
、
も
う
少
し
上
げ
た
ら
』
と
言
わ
れ
る

け
ど
、
変
え
た
く
な
い
」
と
藤
原
さ
ん
。
気

軽
に
出
せ
る
利
用
者
の
“
気
持
ち
”
で
あ
る

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
か
ら
だ
。
校
区
外
に

あ
る
店
へ
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は

片
道
2
0
0
円
。
利
用
者
の
約
半
数
を
占
め

る
要
支
援
者
や
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当

者
の
利
用
に
は
、
市
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ

の
補
助
も
受
け
て
い
る
。

　

チ
ョ
イ
サ
ポ
が

ス
タ
ー
ト
し
て
5

年
、
活
動
全
体
の

支
援
実
績
は
伸
び

続
け
て
い
る
。

「
移
動
支
援
は
、

昨
年
下
半
期
で
延

べ
2
3
8
7
人
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

関西ＳＴＳ
連 絡 会 の
講師による
ドライバー
研修

協議体は、協力を仰ぐ各機関にも呼びかけて開催。
写真奥中央は辻市長

メンバー間の連絡や報告はLINEグループで

「
生
き
る
希
望
が
湧
い
て
き
た
」

そ
ん
な
声
に
励
ま
さ
れ
る
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夫
婦
が
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
チ
ョ
イ
サ
ポ

が
入
っ
て
、
お
二
人
で
外
出
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
『
生
き
る
希
望
が
湧
い
て
き
ま
し

た
』
と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
こ
の
活
動

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
、
と
思
い
ま

し
た
ね
」

　

活
動
デ
ー
タ
の
管
理
を
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
担

当
の
太
田
省
三
さ
ん
（
86
歳
）
も
「
私
は
こ

こ
で
の
役
割
が
自
分
の
い
き
が
い
に
な
っ
て

い
る
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。
太
田
さ
ん

は
石
原
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
て
参
加
。
中

心
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
最
高
齢
で
も
あ
り
、

体
調
を
崩
し
て
入
院
し
た
際
に
は
他
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
活
動
を
や
め
て
も
い
い
よ
と

言
わ
れ
た
が
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
病

室
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
、
ま
だ

ま
だ
活
躍
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

地
域
の
人
た
ち
の
役
に
立
つ
こ
と
は
、

同
時
に
活
動
者
の
張
り
合
い
・
い
き
が

い
で
も
あ
る
の
だ
。

「
も
し
チ
ョ
イ
サ
ポ
で
で
き
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
断
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
連
携

し
て
い
る
支
援
機
関
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

あ
り
た
い
で
す
ね
」
と
藤
原
さ
ん
。
住
民
自

身
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
助
け
合
い
を

広
げ
て
い
る
。

広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

行
き
先
は
主
に
通
院
、
あ
と
は
金
融
機
関
、

ス
ー
パ
ー
、
美
容
院
、
カ
ラ
オ
ケ
、
墓
参
り
、

老
人
集
会
所
な
ど
利
用
者
さ
ん
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
の
依
頼
も
断
る

こ
と
な
く
、
事
故
も
な
く
活
動
で
き
て
い
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
で

す
」
と
前
出
の
石
原
さ
ん
。
ご
く
た
ま
に
、

助
け
合
い
の
気
持
ち
で
な
く
“
安
い
タ
ク
シ

ー
”
の
よ
う
に
捉
え
る
利
用
者
も
い
て
、
心

が
折
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
「
利
用
者

さ
ん
の
喜
ぶ
姿
に
励
ま
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う

が
多
い
」
と
藤
原
さ
ん
。
「
旦
那
さ
ん
が
脳

梗
塞
に
な
っ
て
、
外
出
で
き
な
く
な
っ
た
ご

移動支援以外にも、庭木の剪定や
草刈りはよく依頼がある

チョイサポしのだ

高齢者等のちょっとした困り事をサポートしよう
と2020年に発足。サポーター34人、利用登録者
420人。年会費1000円。
＜謝金＞移動支援：片道100円、校区外200円

日常生活支援：30分500円で10分ごと
に100円追加、1時間800円。

電話受付（9～15時、日曜・祝日を除く）

●連絡先　090-3943-1953 （藤原）
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生き方

自分流

2025.4 10

幼
少
期
の
思
い
出
を
胸
に

子
ど
も
の
笑
顔
と
地
域
の
絆
を
紡
ぐ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ  

代
表  

酒
井
　
史
さ
ん
（
高
知
県
土
佐
清
水
市
）

　
今
月
号
か
ら
、
以
前
に
本
誌
で
連
載
し
て
い
た
好

評
企
画
「
生
き
方
・
自
分
流
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
地
域
で
輝
く
「
人
」
に
注
目
す
る
本
企
画
の
第
1

回
は
、
酒
井
史
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
、
声
を
か
け
見

守
っ
て
く
れ
た
近
所
の
人
た
ち
、
小
学
校
に
来
て
く

れ
た
大
学
生
へ
の
憧
れ
を
胸
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
世
代
間
の
つ
な
が
り
づ
く

り
に
情
熱
を
注
ぎ
続
け
て
い
ま
す
。
「
地
域
で
の
そ

う
い
っ
た
つ
な
が
り
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
命
を
守

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
の
で
す
」
と
語

る
酒
井
さ
ん
を
高
知
に
訪
ね
ま
し
た
。

（
取
材
・
文
／
神
保
　
康
子
）

新
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の
訪
問
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
民
生
委
員

た
ち
は
、
通
さ
れ
た

室
内
や
、
天
気
の
い

い
日
に
は
縁
側
や
玄

関
先
で
、
「
最
近
ど

う
で
す
か
」
「
お
元

気
で
す
か
」
と
高
齢

者
に
様
子
を
た
ず
ね

に
な
っ
て
い
く
の
が

気
が
か
り
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
校
長
先
生

か
ら
の
相
談
に
す
ぐ

さ
ま
「
子
ど
も
民
生

委
員
」
を
提
案
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
子
ど

も
、
学
校
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
思
い

が
一
致
し
、
13
年
2

月
に
は
「
子
ど
も
民

生
委
員
」
の
初
め
て

「
こ
ん
に
ち
は
、
子
ど
も
民
生
委
員
で
す

」

　

軒
先
で
明
る
い
声
が
響
く
と
、
高
齢
者
が
「
よ
う
来
て
く
れ

た
ね
ぇ
」
と
、
待
ち
か
ね
た
表
情
で
出
迎
え
る
。
土
佐
清
水
市

で
は
、
小
学
生
が
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
を
訪
問
す
る

「
子
ど
も
民
生
委
員
」
の
活
動
が
2
0
1
3
年
か
ら
続
い
て
い

る
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
総
合
学
習
）
と
し
て
月
1
回
、

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
合
う
、
子
ど
も
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
だ
。

そ
も
そ
も
「
地
域
の
高
齢
者
さ
ん
と
交
流
し
た
い
」
と
い
う
児

童
の
声
を
聞
い
た
校
長
先
生
が
、
主
任
児
童
委
員
に
相
談
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
の
主
任
児
童
委
員
が
、現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅエ

ン

ネ

ｎ
ｎ
ｅ

の
代
表
を
務
め
る
酒
井
史ふ
み

さ
ん
（
65
歳
）
だ
。
当
時
、
民
生
委

員
児
童
委
員
を
担
っ
て
10
年
以
上
経
っ
て
い
た
が
、
市
の
家
庭

相
談
員
も
兼
務
す
る
中
で
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の
大
人
が
子

ど
も
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
。

「
家
庭
や
子
ど
も
の
問
題
は
外
に
表
れ
に
く
い
で
す
し
、
親
も

働
い
て
い
て
忙
し
い
の
で
地
域
と
つ
な
が
り
に
く
い
ん
で
す
」

と
振
り
返
る
。
地
域
と
子
ど
も
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
希
薄

子ども民生委員が高齢者を訪問

地
域
と
子
ど
も
の
つ
な
が
り
を

総合学習の中での子ども民生委員の活動
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豪
雨
で
も
、
下
川
口
小
学
校
は
1
階
部
分
が
水
に
浸
か
り
、
酒

井
さ
ん
宅
も
床
上
浸
水
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
の
学
校
を
含
む

公
的
施
設
の
高
台
移
転
や
学
校
統
廃
合
は
止
め
ら
れ
な
い
流
れ

だ
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
住
ん
で
い
る
地
域
と
学
校
と
の
距
離

が
さ
ら
に
広
が
り
、
身
近
な
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る

こ
と
に
酒
井
さ
ん
は
危
機
感
を
抱
く
。

「
子
ど
も
は
朝
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
校
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の

家
が
共
働
き
で
す
か
ら
、
学
校
が
終
わ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
校
内

の
『
放
課
後
子
ど
も
教
室
』
で
過
ご
し
て
親
の
車
で
帰
っ
て
く

る
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
歩
い
て
何
か
す
る
と
い
う
こ

と
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
」

　

そ
し
て
酒
井
さ
ん
は
、
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
。

2
年
越
し
で
行
政
と
相
談
し
、
閉
園
に
な
っ
た
保
育
園
の
一
室

を
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
が
借
り
受
け
、
地
域
の
協
力
者
を
募
り
、
子
ど
も

が
放
課
後
に
自
分
の
住
む
地
域
で
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
勉
強
し

た
り
し
て
過
ご
せ
る
場
へ
と
準
備
中
だ
。

「
親
御
さ
ん
は
、
今
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
家
の
前
を
素
通

り
し
て
、
職
場
と
は
反
対
方
面
の
学
校
に
迎
え
に
行
っ
て
帰
宅

す
る
の
で
、
晩
ご
飯
も
遅
く
な
り
が
ち
で
す
。
学
校
の
統
廃
合

で
親
の
動
線
が
変
わ
っ
て
本
当
に
大
変
そ
う
で
す
」

　

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
校
舎
で
始
め
て
い
る
取
り
組
み
も

　

酒
井
さ
ん
が
民
生
委
員
児
童
委
員
を
始
め
た
2
0
0
0
年
前

後
に
は
10
校
ほ
ど
あ
っ
た
市
内
の
小
学
校
は
、
25
年
度
か
ら
3

校
に
、
さ
ら
に
26
年
度
に
は
2
校
に
な
る
予
定
だ
。
背
景
に
は
、

急
速
な
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等

に
備
え
て
の
高
台
移
転
も
あ
る
と
い
う
。
01
年
の
高
知
県
西
南

る
。
し
ば
ら
く
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
し
て
近
隣
を
ま
わ
り
、
学

校
に
戻
る
と
、
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
記
録
を
作
成

し
、
市
社
協
へ
の
報
告
を
行
う
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
も
懸

念
さ
れ
た
が
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に
な

っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
「
『
楽
し
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も

ら
え
る
」
「
民
生
委
員
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
た
」
な
ど
と
好
評
で
、
「
ど
う
し
た
ら
話
が
弾
む
か
」
な

ど
を
毎
回
自
分
た
ち
で
考
え
、
工
夫
し
な
が
ら
訪
問
を
続
け
て

い
る
。

　

子
ど
も
民
生
委
員
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
下
川
口
小
学

校
（
今
年
3
月
で
休
校
）
の
4
～
6
年
生
の
担
任
・
森
里
恵
先

生
も
、
「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
非
常
に
大
事
な
取
り
組
み

な
の
で
、
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
て
も
続
い
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

故
郷
の
風
景
は
変
わ
っ
て
も

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
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「
明
日
も
や
ろ
う
」
と
思
え
た
記
憶
が
あ
る
。

　

東
京
の
短
大
に
進
学
し
一
時
故
郷
を
離
れ
た
が
、
そ
の
学
生

生
活
で
得
た
も
の
も
、
今
の
活
動
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

る
。
自
身
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
に
、
大
学
生
が
学
校
へ
人
形
劇

を
見
せ
に
き
て
く
れ
た
こ
と
が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
て
、
学

生
時
代
に
は
「
児
童
文
化
研
究
会
」
に
所
属
。
自
分
た
ち
で
人

形
や
脚
本
を
作
っ
て
、
夏
休
み
に
は
東
北
の
小
学
校
で
人
形
劇

を
披
露
し
て
ま
わ
っ
た
。

「
人
形
劇
を
し
た
り
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
中
で
、
や
っ
ぱ
り

い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
」

が
大
き
い
と
い
う
。

　

市
議
会
議
員
の
父
と

開
業
医
の
娘
で
あ
る
母

の
間
に
生
ま
れ
た
酒
井

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
、

自
宅
前
の
通
り
を
掃
く

の
が
“
仕
事
”
だ
っ
た
。

通
り
が
か
り
の
ご
近
所

さ
ん
か
ら
「
え
ら
い
ね
」

「
あ
り
が
と
う
ね
」
な

ど
と
必
ず
声
が
か
か
り
、

あ
る
。
不
定
期
だ
が
週
末
に
開
催
し
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
が

食
文
化
や
伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も

と
関
わ
り
、
高
齢
者
は
元
気
に
な
る
。
酒
井
さ
ん
の
根
底
に
あ

る
の
は
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
、
何
か
を
し
て
も
ら
う
だ
け
の

無
力
な
存
在
で
は
決
し
て
な
い
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

「
私
が
こ
の
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
に
い
く
と
、
こ
の
地

域
の
高
齢
者
さ
ん
は
『
小
学
校
が
な
く
な
っ
て
、
や
っ
と
行
事

か
ら
解
放
さ
れ
た
と
思
っ
た
の
に
』
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」
と

酒
井
さ
ん
。「
で
も
、
そ
う
言
う
顔
が
う
れ
し
そ
う
な
ん
で
す
」

と
笑
顔
で
付
け
加
え
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
と
い
う
名
称
は
、
「
縁
」
「
円
」

と
い
っ
た
日
本
語
の
響
き
と
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
「
エ
ン
」
、

さ
ら
に
“
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
”
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
ご
縁
、
つ
な

が
り
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
決
め
た
そ
う
。
22
年
、
小
学
生

ま
で
の
子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
家
庭
と
支
援
し
た
い
人
の

相
互
援
助
活
動
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
運
営
団
体
を
市
が
公
募
し
、
そ
こ
に
応
募
す
る
の
を
き
っ
か

け
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

い
っ
た
い
何
が
、
酒
井
さ
ん
を
突
き
動
か
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
酒
井
さ
ん
の
“
自
己
分
析
”
に
よ
る
と
「
地
元
が
大
好
き

で
あ
る
こ
と
」
と
「
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

生き方・自分流

海と山が見渡せる「土佐清水ジオパークうみのわ」
のテラスが酒井さんのお気に入り
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子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
何
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で

す
。
地
元
に
戻
っ
て
も
そ
れ
が
ず
っ
と
頭
に
あ
っ
て
、
30
代
で

民
生
委
員
児
童
委
員
に
な
り
ま
し
た
」

　

同
時
に
主
任
児
童
委
員
に
も
な
っ
た
が
何
を
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
ず
、
「
と
り
あ
え
ず
、
全
部
の
小
学
校
の
運
動
会
に
行

っ
て
み
よ
う
」
と
自
ら
に
課
し
た
。
運
動
会
以
外
で
も
何
か
提

案
を
持
っ
て
学
校
に
行
っ
た
り
す
る
う
ち
に
、
す
べ
き
こ
と
が

見
え
て
き
た
。

「
周
囲
か
ら
は
『
運
動
会
に
行
っ
て
ど
う
す
る
の
？
』
と
不
思

議
が
ら
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
で
も
行
っ
て
み
る
と
、
地
域
性
も

子
ど
も
の
様
子
も
、
そ
の
家
庭
の
様
子
も
何
と
な
く
分
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
家
庭
相
談
員
と
し
て
つ
ら
い
現
実
も
目
の
当
た
り

に
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く
築
い
て
き
た
学
校
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
て
、
現
在
の
子
ど
も
民
生
委
員
や
、
後
述
の
異
世

代
交
流
が
実
現
し
て
い
る
。

　

今
、
酒
井
さ
ん
は
市
内
で
一
番
大
き
な
小
学
校
に
も
子
ど
も

民
生
委
員
の
活
動
を
働
き
か
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
切
実
な

「
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と

高
齢
者
が
顔
見
知
り
に
な

っ
て
い
た
ら
、
『
あ
の
子

た
ち
が
い
る
な
ら
学
校
に

避
難
し
よ
う
か
』
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る

か
も
。
親
御
さ
ん
が
迎
え

に
来
る
ま
で
の
何
日
か
を

学
校
で
教
員
と
過
ご
す
か

も
し
れ
な
い
子
ど
も
も
、

日
頃
訪
問
し
て
い
た
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

思
い
が
あ
る
。

  「
地
域
を
歩
い
て
知
る
こ
と
は
、防
災
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
」

　

地
域
を
知
り
、
人
々
と
知
り
合
っ
て
お
く
こ
と
で
命
が
守
ら

れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
昨
年
視
察
し
た
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
も
痛
感
し
た
。
学
校
の
統
廃
合
で
遠
く
か
ら
子
ど
も

が
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
災
害
時
に
は
帰
宅
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
一
方
で
、
地
域
に
長
く
住
ん
で
い
る

高
齢
者
に
は
、
自
宅
に
と
ど
ま
り
避
難
所
と
な
る
学
校
に
行
か

な
い
と
い
う
人
も
多
い
。

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
瞬
間
が
う
れ
し
く
て

体育館で体を動かす「高校生と幼児のふれあい遊び」
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生き方・自分流

た
ち
が
来
て
く
れ

た
ら
不
安
が
少
し

や
わ
ら
ぐ
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ん

で
す
」

　

ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
は

「
異
世
代
交
流
等

推
進
事
業
」
と
し

て
「
高
校
生
と
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
も
活
動
の
柱
の
一
つ

と
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
親
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
中
高
生

に
、
小
さ
い
子
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

体
育
遊
び
や
工
作
、
音
楽
会
を
行
っ
て
お
り
、
24
年
度
か
ら
は

高
齢
者
な
ど
多
世
代
も
参
加
対
象
と
し
た
。
中
高
生
に
お
手
伝

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
遊
び
よ
り

も
多
く
手
が
挙
が
り
、
当
日
の
受
付
な
ど
で
活
躍
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

中
学
校
で
も
「
高
齢
者
支
援
」
と
し
て
90
代
の
高
齢
者
が
先

生
と
な
っ
て
郷
土
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ
る
催
し
を
開
催
。

「
み
ん
な
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
高
齢
者
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、

押
し
寿
司
が
で
き
て
喜
ぶ
と
き
の
何
と
も
い
え
な
い
雰
囲
気
が

忘
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
瞬
間
の
、
そ

ん
な
場
面
が
す

ご
く
う
れ
し
く

て
」

　

地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を

ど
う
や
っ
て
つ

な
げ
て
い
く
か

が
大
事
な
の
だ

と
、
酒
井
さ
ん

は
見
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
大
風
呂
敷
を
い
っ
ぱ
い
広

げ
て
い
き
た
い
」
そ
し
て
、
「
子
ど
も
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
も
未
来
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
私
自
身
の
思
い
を
見
せ
て
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い

の
か
な
」
と
い
き
い
き
し
た
表
情
を
見
せ
る
。

　

得
意
の
茶
道
で
は
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
茶
道
部
の
先

生
を
引
き
受
け
て
20
年
以
上
に
な
る
。
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

瞬
間
を
、
「
空
気
の
色
が
変
わ
る
」
と
表
現
し
た
酒
井
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
色
の
穏
や
か
な
灯
り
を
あ
ち
こ
ち
に
と

も
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

押し寿司の作り方を
高齢者から中学生へ

地域の子どもたち
に茶道を教える
酒井さん（右）
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皆
様
の
ご
寄
付
を
原
資
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
人
々
が
参
加
す
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
「
地
域

助
け
合
い
基
金
」
。
今
月
号
は
、
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
の
畑
、
中
高
生
の
居
場
所
、
生
活
支
援
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
助
成
先
団
体
の
活
動
報
告
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま
っ

た
多
彩
な
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

畑
作
り
を
通
じ
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

外
に
出
る
機
会
や
地
域
の
高
齢
者
の
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

地
域
住
民
の
意
見
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
の
関
わ
り
の
下
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
「
み
ん
な
の

畑
」
は
昨
年
発
足
し

ま
し
た
。
農
作
業
の

経
験
が
豊
富
な
地
域

住
民
が
先
生
と
な
っ

て
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
こ
と
で
、
初
心

者
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
て
い
ま
す
。

　

畑
作
り
を
開
始
し

「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
助
成
先
の
ご
紹
介

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

助
成
金
額　

15
万
円

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た

「
み
ん
な
の
畑
」
で
つ
な
が
り
づ
く
り

秋
田
県
秋
田
市

み
ん
な
の
畑

地域で交流を広げているみんなの畑
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た
も
の
の
、
支
柱
や
農
具
置
場
が
な
く
、
野
ざ
ら
し
の
状
態
だ
っ
た

た
め
、
今
回
の
助
成
金
で
簡
易
倉
庫
を
購
入
し
設
置
し
ま
し
た
。
道

具
や
資
材
運
搬
に
よ
る
参
加
者
の
身
体
的
負
担
が
軽
減
で
き
、
資
材

な
ど
が
風
で
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
心
配
も
な
く
な
っ
て
安
心
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
肥
料
の
保
管
も
で
き
て
良

質
な
土
壌
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
「
自
分
た
ち

で
作
っ
た
野
菜
だ
か
ら
本
当
に
お
い
し
い
」
「
作
物
の
成
長
を
見
る

の
が
う
れ
し
い
」
な
ど
、
参
加
者
の
日
々
の
生
活
に
楽
し
み
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
通
り

が
か
り
の
人
が
興
味
を
持
っ
て
活
動
に

加
わ
っ
た
り
と
、
交
流
が
広
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

男
性
の
さ
ら
な
る
参
加
が
課
題
と
い

う
み
ん
な
の
畑
。
収
穫
し
た
野
菜
を
皆

で
調
理
し
食
事
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

畑
作
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
高

齢
者
と
も
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
を
楽
し

み
、
つ
な
が
り
の
輪
を
よ
り
広
げ
る
取

り
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
、
と
今
後

が
楽
し
み
な
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
保
育
関
連
事
業
を
行
い
な
が
ら
地

域
の
支
え
合
い
を
目
的
と
し
て
制
度
の
狭
間
に
あ
る
「
困
っ
た
」
に

対
応
す
る
た
め
、
利
用
者
と
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
学
童
保
育

事
業
の
中
で
、
卒
業
後
に
居
場
所
を
持
て
な
い
子

や
支
援
が
行
き
届
か
な
く
な
る
子
の
存
在
を
課
題

と
感
じ
て
お
り
、
事
業
と
は
別
に
週
1
回
の
「
中

高
生
の
夜
の
居
場
所
Ｗ
ｅ
ｄ
ｎ
ｅ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ
」
を

開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
助
成
金
は
会
場
使
用
料
や
水
道
光
熱
費

に
使
用
し
た
ほ
か
、
安
定
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

と
広
報
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
中
高
生
10
名
ほ
ど
が

来
所
。
年
間
で
41
回
開
所
、
利
用
者
は
延
べ
１
４

助
成
金
額  

15
万
円

神
奈
川
県
横
浜
市

小
学
校
卒
業
後
の
居
場
所
と
支
援

保
護
者
や
地
域
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
築
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ん
ぼ

「中高生の夜の居場所Wednesday」で過ごす
子どもたち
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５
人
と
な
り
ま
し
た
。
開
所
か
ら
半
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
に
は
、
保
護

者
や
先
生
に
は
話
し
に
く
い
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
話
し

て
く
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
心
配
な
ケ
ー
ス
は
、
本
人
了
解
の

も
と
、
近
隣
の
支
援
者
・
団
体
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

助
成
に
よ
っ
て
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な
り
、
年
を
通
し
て
居

場
所
を
提
供
で
き
た
こ
と
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
中
高
生
だ

け
で
な
く
、
そ
の
保
護
者
、
支
援
者
、
食
材
等
を
提
供
し
て
く
れ
る

地
域
の
人
た
ち
な
ど
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
く

上
で
宝
物
に
な
る
」
「
新
た
な
場
所
で
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た

い
」
と
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
惣
田
町
内
会
は
、
地
域
住

と
な
く
し
隊
」
が

そ
ん
な
住
民
の
助

け
に
な
れ
ば
と
、

登
録
し
た
お
助
け

隊
員
は
18
名
、
作

業
に
必
要
な
道
具

は
私
物
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
助
成
金

で
は
、
安
全
で
効

率
的
に
作
業
を
実

施
す
る
た
め
に
、

草
刈
り
機
や
チ
ェ

民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
支
援
す
る
こ
と
で
住
民
の
生
活
の
質

を
高
め
た
り
、
介
護
施
設
へ
の
入
所
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
広
島
市
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
の
下
、

5
回
の
立
ち
上
げ
会
議
の
実
施
を
経
て
2
0
2
4
年
6
月
に
生
活
支

援
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
そ
う
だ
！
困
り
ご
と
な
く
し
隊
」
を
発
足

し
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
の
困
り
事
解
決
を
他
人
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
言
い

出
し
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
の
受
け
皿
と
し
て
「
そ
う
だ
！
困
り
ご道具を使った活動の様子

助
成
金
額  

15
万
円

広
島
県
広
島
市

住
民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
解
決

生
活
支
援
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
う
だ
！
困
り
ご
と
な
く
し
隊
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皆
様
の
ご
支
援
を
受
け
て
、「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
は

こ
の
５
月
で
創
設
か
ら
丸
5
年
と
な
り
、
1
2
0
0
件
を
超

え
る
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
3
月
15
日
　
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
示
時
点
）

◎
寄
付
受
付
額

2
5
0
件　

１
億
９
５
９
５
万
５
８
３
７
円

こ
の
う
ち
当
財
団
よ
り
１
億
６
０
０
０
万
円
を
供
出

◎
助
成
実
行
額

１
２
6
2
件　

１
億
９
３
３
３
万
４
１
９
６
円

電話：（03）5470-7751
FAX：（03）5470-7755

メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

地域助け合い基金
担当

基金に関するご意見・お問合せ

●基金に関する情報、およびクレジットカード決済は、
　上のコードもご利用ください

財団ホームページ内
基金関連ページ

クレジットカード
決済ページ

　当財団ホームページでは毎日、寄付と助成金額を
開示しており、助成可能な金額もご覧いただけます。
寄付や助成をお考えの方は参考にしてください。

ー
ン
ソ
ー
、
生
垣
バ
リ
カ
ン
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
主
に
屋
外
作
業
用
の

道
具
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
放
置
さ
れ
た
生
垣
の
剪
定
作
業
で

さ
っ
そ
く
使
用
し
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
で
感
謝
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
道
具
の
使
用
方
法
や
練
度
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会

も
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
う
孤
独
死
の
回
避
、
空
き
巣
・
防
犯
対
策
な
ど
課
題

は
多
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
お
手
伝
い

す
る
だ
け
で
な
く
、
「
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
隣
近
所
と
の
お
付
き

合
い
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町
内
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「地域助け合い基金」
状況のご報告
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1
年
間
本
欄
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
と
、
連
載

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
載
の
中
で
私
が
皆
様
に
お
伝
え
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、

超
高
齢
社
会
に
な
っ
た
日
本
で
は
認
知
症
は
極
め
て
身
近
な

病
気
に
な
っ
た
こ
と
、
認
知
症
の
症
状
は
決
し
て
特
殊
な
言

動
で
は
な
く
、
同
じ
状
況
下
で
あ
れ
ば
私
た
ち
も
同
じ
よ
う

に
す
る
言
動
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
認
知
症
の
人
は
様
々
な
能

力
を
持
ち
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
持
ち
、
周
囲
の
人
と
の
交

流
を
求
め
て
い
る
人
で
あ
っ
て
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら

「
全
て
終
わ
り
!
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
認
知
症
の
正

し
い
理
解
こ
そ
が
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
大
き
な
力

に
な
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
施
行

さ
れ
た
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基

本
法
」
は
、
ま
だ
ま
だ
困
難
な
認
知
症
の
状
況
を
改
革
す
る

た
め
の
基
礎
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
に
あ
た
り
、
未
来
の
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア
を
予

測
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
と
め
、
お
よ
び
未
来
の
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア

（
す
ぎ
や
ま
　
た
か
ひ
ろ
）

1
9
7
3
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
1
9
9
8
年
9
月
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
に
、
2
0
2
3
年
7
月
社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
理
事
長
に
就

任
。
1
9
8
1
年
か
ら
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
活
動

に
参
加
。
全
国
本
部
の
副
代
表
理
事（
副
代
表
）。
公
益
社
団
法
人
日
本
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
顧
問
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

評
議
員
。
著
書
は
、
杉
山
孝
博
著
「
マ
ン
ガ
で
わ
か
る　

認
知
症
の
９
大

法
則
と
１
原
則
」（
法
研
）、
杉
山
孝
博
監
修
「
認
知
症
の
人
の
不
可
解
な

行
動
が
わ
か
る
本
」
（
講
談
社
）
な
ど
多
数
。

杉
山  

孝
博

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
理
事
長

川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

共
生
社
会

共
生
社
会

―
認
知
症
と
の

　
新
し
い
向
き
合
い
方

最
終
回
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造
も
解
明
さ
れ
、
遺
伝
子
診
断
に
よ
っ
て
認
知
症
に
な
る
確

率
が
算
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

認
知
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
あ
ま
り
に
も
複
雑
な
た
め
治
療

に
は
な
か
な
か
結
び
付
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
2
0
2
3
年
12
月
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
原
因
の
治
療
薬
で
あ
る
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
使
用
が
開
始

さ
れ
、
そ
の
後
も
何
種
類
も
の
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
認
知
症

の
患
者
に
使
用
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
認
知
症

は
生
命
の
宿
命
で
あ
る
老
化
の
仕
組
み
と
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
治
療
の
難
し
さ
が
思
い

知
ら
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

記
憶
を
司
る
海
馬
な
ど
で
は
、
神
経
細
胞
が
新
生
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
1
9
9
8
年
以
降
分
か
っ
て
い
ま
す
。
神
経
細

胞
の
増
殖
と
維
持
を
促
す
神
経
成
長
因
子
の
解
明
と
、
そ
れ

を
認
知
症
治
療
に
応
用
す
る
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
で
し
ょ

う
。

　

認
知
症
の
ケ
ア
で
は
個
別
対
応
し
や
す
い
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
、
様
々
な
状
態
の
認
知
症
の
人
も
生
き

生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

（
完
）

　

徘
徊
（
一
人
歩
き
）
に
対
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
の
携
帯
電
話
に

よ
り
本
人
の
居
場
所
が
分
か
る
こ
と
で
家
族
の
不
安
は
軽
く

な
り
ま
し
た
が
、
携
帯
電
話
で
は
電
池
切
れ
、
紛
失
な
ど
の

心
配
が
あ
り
ま
す
。
未
来
は
、
体
や
空
気
の
熱
を
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
技
術
や
省
エ
ネ
技
術
が
発
達
し
、
充
電

の
必
要
が
な
く
安
価
な
フ
ィ
ル
ム
状
の
「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
」
が
開

発
さ
れ
、
衣
服
や
か
ば
ん
、
靴
な
ど
に
貼
り
付
け
、
本
人
の

居
場
所
が
確
実
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
皮
下
に
埋
め
込
む
「
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
Ｉ
Ｃ
」
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権
問
題
も
あ
っ
て
使
用
は
一
部
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
人
は
、
昔
の
時
代
に
戻
り
そ
の
世
界
を
現
実
の

も
の
と
と
ら
え
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
脳
波
磁
気
解
析
技
術
、

バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
技
術
、
三
次
元
ホ
ロ
グ
ラ
ム
技
術
な
ど
が

結
び
付
い
て
、
認
知
症
の
人
が
思
っ
て
い
る
世
界
や
人
物
が
、

周
り
の
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
混
乱
が
軽
く
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

　

ど
の
時
代
も
医
学
・
医
療
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
も
の

で
す
。
認
知
症
に
関
す
る
多
数
の
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
、
構
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団
塊
世
代
の
全
員
が
75
歳
以
上
に
な
る
2
0
2
5
年
は
、

総
人
口
の
お
よ
そ
6
人
に
1
人
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
そ
う

で
す
。
現
在
75
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

87
％
で
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
人
手
不
足
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
支
え
て
い
る
の
は
外
国
人
介
護
職
員
で

す
。

　

外
国
人
受
け
入
れ
は
、
1
9
9
3
年
か
ら
発
展
途
上
国
に

技
術
を
伝
え
る
「
国
際
貢
献
」
を
目
的
に
技
能
実
習
生
制
度

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
実
は
、
長
時
間
労
働
や

賃
金
の
未
払
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
後
を
絶
た
ず
、
国
内
外

か
ら
人
権
侵
害
と
の
批
判
が
高
ま
り
、
国
は
よ
う
や
く
制
度

見
直
し
に
着
手
し
は
じ
め
ま
し
た
。
技
能
実
習
生
は
2
0
2

2
年
10
月
末
時
点
で
約
35
万
人
に
上
り
、
そ
の
う
ち
、
介
護

分
野
で
働
く
人
は
2
0
1
9
年
で
4
万
4
0
0
0
人
と
な
り

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
外
国
人
が
対
等
に
職
員
の
一
員
と
し

て
大
切
に
さ
れ
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
き
な
社
会
的
責
務
で
す
。

　

U
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
で
は
、
認
証
審
査
の
際
に
外
国
人
職

公
益
財
団
法
人
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
理
事
長  

本
間  

郁
子

日
本
の
担
い
手
と
な
る

外
国
人
の
介
護
職
員

人
生
1
0
0
年 

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
と
は

（
ほ
ん
ま
　
い
く
こ
）

図
書
館
情
報
大
学
卒
業
（
現
筑
波
大
学
）。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
評
議
員
、
学
校
法
人

光
塩
学
園
評
議
員
。
利
用
者
の
人
権
を
守

る
た
め
の
高
齢
者
生
活
施
設
の
認
証
・
評

価
事
業
を
創
設
。
全
国
の
介
護
施
設
や
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
講

師
を
務
め
る
。<

表
彰>

2
0
0
5
年
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
東
京
受
賞
、
2
0
1
0
年
エ
イ
ボ
ン
女
性
大
賞
受
賞
。<

著

書>

多
数
。
近
著
『
こ
の
一
冊
で
わ
か
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
選
ぶ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
』
（
30
ペ
ー
ジ
）。
お
申
し

込
み
は
、A
m
a
z
o
n
か
U
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
（
電
話
0
3

‐
6
9
0
4
‐
4
6
1
1
）
へ

最
終
回
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「
お
茶
お
持
ち
し
ま
し
た
よ
。
熱
く
な
い
の
で
す
ぐ
飲
め
ま

す
」
と
コ
ッ
プ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
女
性
の

利
用
者
が
笑
顔
で
「
あ
な
た
は
い
つ
も
や
さ
し
い
の
ね
」
と

言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
日
本
語
が
上
手
く
話
せ
な
く
て
も
彼
ら
の
す
ば
ら

し
い
笑
顔
と
態
度
は
、
お
日
さ
ま
に
あ
た
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
さ
せ
ま
す
。
人
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
本

質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
特
に
認
知
症
の
人
や
看
取
り
期
の
人

は
言
葉
以
上
に
や
さ
し
い
眼
差
し
や
笑
顔
、
態
度
の
方
が
よ

り
思
い
が
伝
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
が
日
本
で
暮
ら
す
に
は
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
中
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
特
養
ホ
ー
ム
の
理
事
長
は
、
外
国
人
の
職
員

を
採
用
す
る
と
す
ぐ
に
自
治
会
長
に
紹
介
し
、
地
域
の
行
事

な
ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
で
外
国
人
と
出
会
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
、
多
文
化
を
受
け
入
れ
、

そ
の
人
た
ち
が
日
本
の
社
会
に
貢
献
す
る
人
と
し
て
一
緒
に

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

員
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
質
問
項
目
は
、
「
来
日
す

る
前
の
労
働
条
件
と
実
際
働
い
て
み
て
違
い
は
な
い
か
」

「
日
本
語
を
勉
強
す
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
か
」

「
仕
事
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
か
」

「
自
分
の
国
の
文
化
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
」
「
地
域
で
困

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
か
」
な

ど
で
す
。
U
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
は
、
ま
た
相
談
窓
口
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
の
抜
き
打
ち
調
査
に
行
く
と
、
多
く
の
居
室
は
し
～

ん
と
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
に
行
く
と
、

外
国
人
の
夜
勤

者
が
コ
ッ
プ
を

手
に
し
て
、
利

用
者
の
部
屋
に

入
っ
て
い
き
ま

し
た
。
わ
た
し

は
そ
の
様
子
を

そ
っ
～
と
み
て

い
ま
し
た
。
す

る
と
、
職
員
は

朝の介助、ドアを開け空気の入れ替え、ベッドの
寝具を手早く整えながら、利用者にはゆっくり
声かけをしていた
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みんなで
新しいふれあい社会を
　　　つくりませんか

シリーズ「定年、その先へ　―地域とのつながり方」
一般社団法人定年後研究所　理事 所長

池口  武志さん

エッセイ新連載のお知らせ
５月号から、新しいエッセイの連載がスタートします

242025.4

　定年後研究所の設立に関わり、定年後を豊かに過ごすための様々な
発信をし続けている池口さん。
　人生10 0年時代といわれる中、地域とつながりながら定年後もいき
いきと暮らしていくには何が必要でしょうか。研究所長として、また
一人の定年前の市民として、日頃から感じていること、考えているこ
とを、毎号お届けします。どうぞご期待ください
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みんなで
新しいふれあい社会を
　　　つくりませんか

2025.425

新しい
ふれあい社会づくりに

向けて

　さわやか福祉財団は、子どもから高齢者まですべての人が、
それぞれの尊厳を尊重しながら、いきがいをもって、

ふれあい、助け合い、共生する地域社会づくりを一貫して進めています。
さらに、全国自治体が地域支援事業で取り組んでいる

住民主体の助け合いの地域づくりも強力に支援しています。
　どうぞ、皆様の地域の情報もお寄せください。

2025年度
実施事業・プロジェクトの紹介

助け合いいきがいふれあい

● ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介

活動日記（抄）
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近
畿
労
働
金
庫

一
般
財
団
法
人
住
友
生
命
福
祉
文
化
財
団

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
サ
ポ
ー
ト
の
会
さ
わ
や
か
高
知

株
式
会
社
槌
屋

社
会
福
祉
法
人
緑
成
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
の
郷

社
会
福
祉
法
人
隣
の
会

島
本  

照
久

島
本  

ゆ
き
子

名
雪  

君
子

佐
賀
県

西
田  

京
子

大
分
県

木
ノ
下  

素
信

沖
縄
県

上
地  

武
昭

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
本
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
的
・
精
神
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

会
費
は
寄
付
金
の
一
種
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
規
ご
入
会
の
会
員
の
方
、
会
員
を
ご
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
毎
号
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
2
0
2
5
年
2
月
1
日
〜
2
月
28
日
財
団
受
付
分
）
※
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
等
、
処
理
日
と
財
団
受
付
日
に
ず
れ
が
出
て
掲
載
時
期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

渡
辺  

政
勝

長
野
県

水
沢  

芳
夫

静
岡
県

朝
田  

充

樋
口  

広
寿

愛
知
県

加
藤  
さ
つ
き

藤
田  
依
子

三
重
県

片
山  

幾
代

三
宅  

修
司

滋
賀
県

谷  

仙
一
郎

松
浦  

正
和

大
阪
府

寺
井  

正
治

安
居  

正

渡
辺  

浩
一

奈
良
県

山
出  

哲
史

広
島
県	

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
個
人
（
54
件
）

（
都
道
府
県
別
50
音
順
）

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
法
人
（
6
件
）（

50
音
順
）

北
海
道

丸
藤  

競

渡
部  

保
代

岩
手
県

上
関  

優

山
形
県

髙
梨  

英
子

福
島
県

須
貝  

一
男

茨
城
県

橋
口  

栄
彦

栃
木
県

飯
島  

惠
子

菅
野  

忠
雄

群
馬
県

田
中  

恵
子

埼
玉
県

小
野
内  

智
子

佐
藤  

幸
策

澤  

美
杉

千
葉
県

阿
部  

美
佐
子

石
毛  

英
夫

佐
藤  

悦
子

舘  

里
枝

増
元  

秀
雄

松
原  

尚
明

三
勢  

光
俊

森
田  

剛

弓
削  

規
子

東
京
都

飯
久
保  
寛
幸

川
上  

五
郎

金
城  

清

篠
原  

徹

柴
田  

恭
伸

仲
田  

明
子

名
執  

雅
子

野
見
山  

國
光

芳
賀  

勝
子

原
島  

敏
子

松
浦  

隆
史

宮
沢  

邦
子

神
奈
川
県

赤
松  

高
明

池
谷  

照
代
（
1
万
円
）

ツ
ツ
イ  

タ
ケ
オ
（
3
千
円
）

匿
名
希
望
（
1
5
6
5
万
9
9
7
1
円
）

一
般
ご
寄
付
（
3
件
）

（
50
音
順
）

匿
名
希
望
（
5
0
0
円
）

地
域
助
け
合
い
基
金
ご
寄
付
（
1
件
）

（
ご
寄
付
日
付
順
）
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さわやか福祉財団
　

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
長
期
研
修
（
１
年

間
）
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
・
協
議
体
の
取

り
組
み
支
援
、
地
域
助
け
合
い
基
金
、
企
業

や
学
校
へ
の
社
会
貢
献
・
地
域
参
加
活
動
の

定
着
働
き
か
け
、 

住
民
視
点
で
の
政
策
提
言

機
会
と
な
り
ま
す
。
そ
の
気
づ
き
か
ら
行
動

し
、
自
身
が
変
容
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
自
己
研
鑽
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
重
要

な
視
点
で
す
。
多
方
面
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
仲
間
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
研
修
の

大
義
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
と
学
校
に
期
待
さ
れ
る

役
割
と
し
て
「
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た

子
ど
も
の
育
成
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
、

地
域
社
会
の
様
々
な
機
関
等
と
の
連
携
の
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
」
（
文
部
科
学
省
Ｈ

Ｐ
）
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
地
域
社

会
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
の
変
化
が
激
し
い
現
状
を
、
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
く
か
。
皆
様
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
夢
や
希

望
を
も
っ
て
進
め
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　

財
団
職
員
の
皆
様
、
御
指
導
く
だ
さ
い
ま

し
た
全
国
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

な
ど
、
財
団
の
業
務
内
容
は
学
校
勤
務
で
は

経
験
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
具
体
的
な
活
動
や
仕
組
み
、
実
践
者
の
成

果
や
課
題
を
見
聞
す
る
こ
と
で
自
身
の
見
識

が
高
ま
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
生
社
会
実
現
の
た
め
、
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
学
ん
だ
こ
と
や
住
民
の
皆

様
に
お
会
い
し
、
本
音
を
聞
け
た
こ
と
は
財

産
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
人
口
、

年
齢
層
、
男
女
比
、
面
積
等
は
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
住
民
が
協
力
、
創
意
工

夫
し
な
が
ら
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
、
共
に
生
き
る

こ
と
は
一
方
通
行
で
は
成
り
立
つ
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
居
場
所
、
移
動

支
援
、
地
縁
の
活
動
等
、
住
民
主
体
の
活
動

は
互
助
（
双
方
向
）
の
関
係
性
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
活
動
を
推
進
す
る
Ｓ
Ｃ
の
研

修
に
複
数
回
参
加
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｃ
同
士
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
横
の
つ
な
が
り
を

構
築
し
、
自
分
が
何
を
す
る
べ
き
か
気
づ
く

地
域
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
を
学
ん
で

東
京
都
教
育
委
員
会
　
窪
田  

健
二

１
年
間
の
研
修
を
終
え
て

4月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   274月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   27 2025/04/03   11:39:282025/04/03   11:39:28



【
2
月
5
日
】
新
潟
県
の
「
令

和
6
年
度
新
潟
県
生
活
支
援
体

制
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
報
告
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
、
県
内
市
町
村
の
Ｓ

Ｃ
や
行
政
担
当
者
な
ど
80
名
以

上
が
参
加
し
た
。
同
県
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活
用
し

た
市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み

の
成
果
（
具
体
的
な
経
過
を
含

む
）
の
共
有
・
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
今
後
の
自
市
町
村
・
自

地
域
で
の
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
参
考
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。

　

県
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
と

行
政
説
明
に
続
き
、
取
り
組
み

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

新
潟
市
の
支
え
合
い
の
し
く

み
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
地

域
の
茶
の
間
創
設
者
の
河
田
珪

子
氏
と
当
財
団
・
鶴
山
が
支
援

し
た
佐
渡
市
（
令
和
4
～
6
年

度
に
事
業
活
用
）
は
、
協
議
体

お
よ
び
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
活
動
支
援
、
共
生
型
常

設
型
居
場
所
創
出
支
援
、
有
償

の
助
け
合
い
創
出
支
援
に
つ
い

て
報
告
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
勉
強

会
を
通
じ
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
居
場
所
な
ど
も
広
が
り
始

め
て
い
る
。
ま
た
、
第
1
層
協

議
体
は
当
初
50
ほ
ど
の
企
業
・

団
体
に
よ
る
体
制
だ
っ
た
が
、

勉
強
会
を
き
っ
か
け
に
現
在
は

市
内
の
助
け
合
い
活
動
者
ら
の

情
報
交
換
会
な
ど
と
し
、
住
民

　
地
域
支
援
事
業
の
活
動
報
告
は
、
こ
の
ほ
か
に
当
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
＝
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
の
取
り
組
み
成
果
を
報
告

生
活
支
援
体
制
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
報
告
会

■ 

新
潟
県

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

各
地
・
各
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

参
加
市
町
村
は
他
市
町
村
の

取
り
組
み
と
課
題
を
情
報
交
換

す
る
機
会
を
求
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

主
体
の
助
け
合
い
を
広
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
勉
強

会
で
意
気
投
合
し
た
住
民
が
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ

た
ほ
か
、
市
が
企
業
と
協
定
を

結
び
移
動
販
売
を
展
開
し
、
そ

の
立
ち
寄
り
所
設
定
に
Ｓ
Ｃ
が

協
力
し
て
運
行
を
き
っ
か
け
と

し
た
居
場
所
づ
く
り
も
推
進
し

て
い
る
。

　

田
上
町
（
令
和
4
～
5
年
度

に
事
業
活
用
）
は
、
河
田
氏
と

鶴
山
が
支
援
。
共
生
型
常
設
型

居
場
所
創
出
支
援
、
有
償
の
助

け
合
い
創
出
支
援
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。
協
議
体
支
援
か
ら

始
ま
り
、
第
1
層
協
議
体
が
行

2025.4 28

4月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   284月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   28 2025/04/03   11:39:282025/04/03   11:39:28



オンラインで行われた新潟県の
「生活支援体制整備アドバイザー派遣事業報告会」 ォ

ー
ラ
ム
を
企
画
し
、
そ
の
参

加
者
か
ら
手
を
挙
げ
た
人
を
対

象
に
助
け
合
い
の
勉
強
会
を
重

ね
、
居
場
所
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

河
田
氏
は
2
市
町
の
取

り
組
み
を
称
え
、
住
民
の

声
を
聞
い
て
い
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
コ
メ
ン
ト

し
た
。
鶴
山
は
伴
走
支
援

に
つ
い
て
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
向
け
て
、

ベ
ー
ス
で
あ
る
住
民
の
声

を
聞
き
住
民
の
力
を
引
き

出
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
は
、
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ

レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で

議
論
し
た
。

政
や
Ｓ
Ｃ
と
共
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
勉
強
会
を
重
ね
、
成
果
が
見

え
始
め
て
い
る
。
当
初
、
協
議

体
会
議
を
行
う
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
「
住
民
に
働
き
か
け
な
け

れ
ば
始
ま
ら
な
い
」
と
市
民
フ

　

参
加
市
町
村
は
他
市
町
村
の

取
り
組
み
と
課
題
を
情
報
交
換

【
2
月
18
日
】
波
佐
見
町
で

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り　

講
演
・
活
動
報
告
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
同
町
で
は
、
2
0
1

8
年
度
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
3

回
の
住
民
勉
強
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
も
勉
強
会
等
を
重
ね
な

が
ら
22
自
治
会
ご
と
に
助
け
合

い
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
3
団
体
、

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
団
体
、

居
場
所
4
か
所
が
自
治
会
単
位

で
立
ち
上
が
り
活
動
し
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ

て
か
、
そ
こ
か
ら
広
が
ら
な
い

す
る
機
会
を
求
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

こ
と
が
課
題
で
も
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
住
民
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
て
昨
年
11

月
に
大
阪
の
大
学
教
授
を
講
師

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
そ
の

後
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
自
治

会
ご
と
の
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
立
ち
上
げ
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
今
回
は
「
支
え
合

い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
・

報
告
会
を
開
催
し
、
実
践
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
ま

た
助
け
合
い
の
理
解
を
広
げ
、

さ
ら
な
る
立
ち
上
げ
や
参
加
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
。
居
場

2025.429

「
支
え
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
実
践
報
告

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り　

講
演
・
活
動
報
告
会

■ 

波
佐
見
町
（
長
崎
県
）
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つ
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
感
じ

ら
れ
た
。　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

生
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

重
ね
る
こ
と
で
地
域
が
少
し
ず

所
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

践
者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
当
財

団
が
講
師
と
し
て
協
力
し
た
。

　

行
政
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
実

践
報
告
と
し
て
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
3
団
体
（
井
石
さ
さ
え

愛
た
い
、
協
和
さ
さ
え
愛
た
い
、

中
尾
山
お
た
す
け
隊
）
、
無
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
団
体
（
田
の

頭
見
守
り
隊
）
、
居
場
所
3
か

所
（
雀
の
お
宿
、
協
和
（
今
日

は
）
よ
ん
な
っ
せ
、
楽
し
か
農
）

が
発
表
。
ど
れ
も
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
が
思

い
を
持
っ
て
報
告
し
た
。
最
初

に
立
ち
上
が
っ
た
「
井
石
さ
さ

え
愛
た
い
」
を
モ
デ
ル
に
他
地

域
が
立
ち
上
げ
て
い
た
り
、

「
雀
の
お
宿
」
は
廃
校
を
活
用

し
た
居
場
所
だ
が
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
考
え
方
が
柔
軟
に
進

化
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

「
協
和
よ
ん
な
っ
せ
」
は
子
ど

も
と
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
し

た
共
生
の
居
場
所
だ
が
、
イ
ベ

ン
ト
も
重
ね
参
加
者
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
や
、
移
動
支
援
の

必
要
性
か
ら
2
年
間
勉
強
会
を

重
ね
今
年
4
月
か
ら
活
動
が

始
ま
る
こ
と
等
が
発
表
さ
れ

た
。
ま
た
、
他
地
域
で
も
居

場
所
を
広
げ
た
い
と
「
居
場

所
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
立
ち

上
げ
、
Ｓ
Ｃ
と
共
に
他
地
域

を
回
り
始
め
て
い
る
な
ど
主

体
性
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

　

長
い
と
こ
ろ
は
活
動
開
始

か
ら
7
年
に
な
る
。
課
題
を

み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い
る

素
晴
ら
し
さ
や
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
活
動
の
広
が
り
、

楽
し
そ
う
な
様
子
を
財
団
か

ら
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

財
団
は
「
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

（
得
意
を
活
か
し
て
助
け
合
い
）

と
題
し
て
講
演
。
あ
ら
た
め
て
、

制
度
で
助
け
合
い
を
広
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
10
年
、
国
の
全
自

治
体
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
こ
と
、
地
域
の
変
化
に
よ
り

助
け
合
い
の
必
要
性
が
増
し
て

い
る
こ
と
を
話
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
参
考
と
し
て
、
「
行
き

た
い
居
場
所
」
が
“
集
め
る
”

の
で
な
く
“
集
ま
る
”
居
場
所

に
な
っ
て
い
る
事
例
、
や
り
た

い
こ
と
を
や
る
こ
と
が
「
結
果

的
に
介
護
予
防
に
な
っ
て
い

る
」
事
例
、
認
知
症
が
あ
っ
て

も
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
で

自
信
を
つ
け
生
き
る
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
事
例
、
世
代
を

超
え
た
話
し
合
い
を
年
1
回
や

っ
て
み
た
事
例
な
ど
を
紹
介
し

た
。

　

定
員
を
超
え
て
多
く
の
人
た

ち
が
参
加
し
た
会
と
な
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
住

民
た
ち
の
関
心
は
高
か
っ
た
。

7
年
経
ち
、
主
体
的
な
住
民
が

波佐見町の「支え合いのまちづくり  講演・活動報告会」の様子
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つ
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
感
じ

ら
れ
た
。　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

清
水
理
事
長
が
「
『
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
に
む
け
て
』
～
誰

も
が
自
分
を
生
か
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
よ
う
～
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
人
生
1
0
0
年
時
代
に
な

っ
た
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
い
き
が
い
」
で
あ
る
。
違
い

を
認
め
合
う
多
様
性
、
皆
が
対

等
で
お
互
い
さ
ま
の
双
方
向
、

そ
し
て
尊
厳
が
保
持
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
、
と
話
し
た
。
さ
ら

に
、
参
加
者
に
配
布
し
た
財
団

の
「
と
も
あ
そ
び
」
ツ
ー
ル
を

紹
介
し
な
が
ら
、
共
感
力
を
育

生
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

重
ね
る
こ
と
で
地
域
が
少
し
ず

【
2
月
15
日
】
当
財
団
の
和
歌

山
県
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
第
2
弾
さ
わ
や
か
地
域
づ

く
り
交
流
会
『
こ
ど
も
・
ま
ん

な
か
社
会
に
む
け
て
』
」
が
開

催
さ
れ
、
地
域
の
活
動
者
、
Ｓ

Ｃ
や
活
動
し
よ
う
と
し
て
い
る

住
民
な
ど
約
50
名
、
さ
わ
や
か

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
市
野
弘

氏
、
紙
谷
伸
子
氏
、
高
林
稔
氏
、

財
団
の
助
け
合
い
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
の
土
山
徳
泰
氏
、
中
村
吉

伸
氏
、
財
団
・
清
水
肇
子
理
事

長
、
目
﨑
、
窪
田
が
参
加
し
た
。

　

市
野
氏
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

む
例
や
複
数
の
居
場
所
事
例
に

つ
い
て
話
し
、
具
現
化
に
向
け

て
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
。

　

後
半
は
、
高
林
氏
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
県
内
実

践
者
3
名
が
登
壇
し
て
の
座
談

会
。
冒
頭
、
県
こ
ど
も
家
庭
局

こ
ど
も
未
来
課
課
長
・
戒
脇
伸

晃
氏
か
ら
、
こ
ど
も
食
堂
の
あ

り
方
、
意
義
、
補
助
金
、
今
後

の
方
針
（
計
画
）
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
「
介
護
相
談
セ

ン
タ
ー
ピ
ー
ス
＆
ピ
ー
ス
」
西

原
加
奈
子
氏
は
、
自
然
農
業
を

き
っ
か
け
に
地
域
住
民
の
つ
な

が
り
を
構
築
し
て
い
る
と
報
告
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
砂
山
バ
ン
マ
ツ

リ
」
樫
原
雅
忠
氏
は
、
「
共
に

自
然
に
触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら

人
間
力
（
豊
か
な
心
）
を
養
う
」

と
い
う
方
針
の
下
、
地
域
で
つ

な
が
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

2025.431

和
歌
山
県
ブ
ロ
ッ
ク
主
催　

さ
わ
や
か
地
域
づ
く
り
交
流
会

「
こ
ど
も
・
ま
ん
な
か
社
会
に
む
け
て
」
開
催

■ 

和
歌
山
県

和歌山県ブロックによる「さわやか地域づくり交流会」
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野
菜
作
り
を
し
て
い
る
と
報
告

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
課
題

解
決
に
向
け
て
、
子
ど
も
や
大

人
が
交
流
し
地
域
で
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。

　

最
後
に
清
水
理
事
長
が
「
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
。

子
ど
も
が
自
律
心
を
育
む
た
め

に
今
後
ど
う
す
る
か
は
、
我
々

【
2
月
19
日
】
長
崎
県
主
催
の

「
テ
ー
マ
別
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
県
内
市
町
か
ら
S
Ｃ
、

協
議
体
、
自
治
体
職
員
ら
約
75

名
、
県
か
ら
も
企
画
官
や
課
長

補
佐
、
担
当
職
員
な
ど
の
本
庁

職
員
や
県
保
健
所
職
員
が
参
加

が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
で
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
ど
う
導
い
て
い
く
か
を

考
え
る
こ
と
は
大
人
の
成
長
に

も
つ
な
が
る
。
共
感
力
、
創
造

力
を
育
め
る
よ
う
、
み
ん
な
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
っ
た
。　

（
目
㟢　

智
恵
子
、
窪
田　

健
二
）

し
た
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
ん

な
む
の
会
」
（
時
津
町
）
、
共

生
型
居
場
所
「
協
和
（
今
日
は
）

よ
ん
な
っ
せ
」
（
波
佐
見
町
）、

買
い
物
支
援
「
買
い
物
支
援
サ

ー
ビ
ス
あ
た
ご
」
（
東
彼
杵

町
）
と
、
い
ず
れ
も
住
民
主
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
者
と

Ｓ
Ｃ
の
報
告
に
加
え
、
Ｓ
Ｃ
の

働
き
か
け
等
を
通
じ
て
民
間
企

業
と
連
携
し
た
買
い
物
支
援
を

実
施
し
て
い
る
事
例
の
紹
介

（
長
崎
市
）
が
行
わ
れ
た
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が

始
ま
り
10
年
目
、
県
内
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

助
け
合
い
が
広
が
っ
て
い
る
。

会
場
は
満
席
で
「
他
の
ま
ち
の

取
り
組
み
を
知
り
た
い
」
と
い

う
関
心
の
高
さ
も
う
か
が
え
た
。

ま
た
、
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社

会
課
課
長
の
中
村
直
輝
氏
か
ら

は
、
事
業
の
重
要
性
と
「
事
業

を
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
し
た
い
」

と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
思
い
も
語
ら
れ
、
参
加
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
っ
た

様
子
だ
っ
た
。

　

発
表
後
に
は
活
発
に
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
財
団
も
各
事
例

の
良
い
点
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

挙
げ
た
り
、
他
県
の
事
例
を
紹

介
し
た
り
、
発
表
者
に
質
問
す

る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
よ
う

長崎県のテーマ別研修会の様子

助
け
合
い
活
動
を
広
げ
る
た
め
に

テ
ー
マ
別
研
修
会
で
実
践
者
が
報
告

■ 

長
崎
県
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連
協
の
歴
史
と
活
動
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
樋
口
恵
子
前

共
同
代
表
（
現
高
連
協
名
誉
顧

問
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
社
会
を

よ
く
す
る
女
性
の
会
名
誉
理
事

長
）
か
ら
の
祝
辞
も
読
み
上
げ

ら
れ
た
。

　

第
1
部
「
高
齢
社
会
対
策
大

綱
を
巡
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
は
、
「
高
齢
社
会
大
綱
と
こ

れ
か
ら
の
共
生
社
会
へ
の
期
待
」

と
題
し
、
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
共
生
・
共
助
担
当
）
の
黒
瀬

敏
文
氏
が
講
演
。
そ
の
後
、
高

連
協
正
会
員
団
体
が
新
た
な

「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
を
基

に
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
自
団
体
の
活
動
の
紹
介
や

課
題
を
共
有
し
た
。

　

第
2
部
で
は
冒
頭
、
堀
田
力

前
共
同
代
表
の
逝
去
を
悼
み
黙

と
う
。
そ
の
後
、
親
睦
を
深
め

る
交
流
会
と
し
た
。

　

高
連
協
の
26
年
目
以
降
の
発

展
と
連
携
に
向
け
、
事
務
局
と

し
て
、
ま
た
財
団
の
社
会
参
加

推
進
事
業
担
当
と
し
て
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
玉
置　

英
明
）

支
援
し
た
。
助
け
合
い
創
出
に

向
け
て
ど
ん
な
仕
掛
け
を
し
、

や
る
気
に
な
っ
た
住
民
を
ど
う

見
つ
け
、
立
ち
上
げ
に
向
け
て

Ｓ
Ｃ
ら
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
、
生
ま
れ
た
活
動
を
ど
う

地
域
に
広
げ
て
い
く
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
や
り
方
を
学

び
合
う
機
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

 

（
鶴
山　

芳
子
）

【
2
月
18
日
】
東
京
都
港
区
の

増
上
寺
慈
雲
閣
に
お
い
て
「
高

齢
社
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
協
議
会　

創
立
25
周
年
記
念
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
た
。
高
齢
社
会
Ｎ
Ｇ

Ｏ
連
携
協
議
会
（
高
連
協
）
は
、

日
本
に
お
け
る
高
齢
者
関
連
の

民
間
団
体
と
し
て
「
高
齢
者
年

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
協
議
会
」
と
し
て

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
1
9
9

9
年
9
月
に
「
高
齢
者
憲
章
」

を
策
定
し
て
提
唱
。
翌
2
0
0

0
年
6
月
に
現
在
の
高
連
協
に

改
組
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
正

会
員
と
す
る
連
合
組
織
18
団
体

等
で
構
成
さ
れ
、
当
財
団
が
事

務
局
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
、
正
会
員
14
団
体

関
係
者
と
准
会
員
合
わ
せ
て
52

名
が
参
加
。
大
内
尉
義
共
同
代

表
（
一
般
社
団
法
人
日
本
老
年

医
学
会
名
誉
会
員
・
元
理
事
長
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ゲ

ス
ト
の
辻
哲
夫
氏
（
一
般
社
団

法
人
医
療
経
済
研
究
・
社
会
保

険
福
祉
協
会
理
事
長
）
の
ス
ピ

ー
チ
、
清
水
肇
子
共
同
代
表

（
当
財
団
理
事
長
）
に
よ
る
高

社
会
参
加
推
進
事
業

「
高
齢
社
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携  

協
議
会　

創
立
25
周
年

記
念
の
集
い
」
開
催

高連協創立25周年記念の集い・第１部の様子
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【
2
月
7
日
】
令
和
6
年
度
の

厚
生
労
働
省
老
健
事
業
「
第
10

期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計

画
を
見
据
え
た
一
般
介
護
予
防

事
業
等
の
充
実
を
図
る
た
め
の

課
題
整
理
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業　

第
3
回
検
討
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、
委
員
と
し
て
出

席
し
た
。

　

通
い
の
場
を
は
じ
め
と
す
る

介
護
予
防
に
資
す
る
取
組
の
更

な
る
推
進
、
ま
た
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
深
化
・
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町

村
・
都
道
府
県
に
対
す
る
悉
皆

調
査
を
実
施
し
、
課
題
整
理
と

対
応
策
の
検
討
等
を
行
い
、
広

く
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
悉
皆
調
査
が
進
み
、
そ

の
状
況
を
共
有
し
な
が
ら
、
こ

の
後
の
詳
細
分
析
方
針
の
立
案

や
一
般
介
護
予
防
事
業
の
課
題

整
理
に
向
け
た
大
枠
で
の
方
向

性
な
ど
を
議
論
し
た
。

　

国
で
は
2
0
4
0
年
に
向
け

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
（
中
山

間
地
・
人
口
減
少
地
域
、
都
市

部
、
そ
れ
以
外
の
一
般
市
に
分

け
て
の
検
討
）
の
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
資
源

な
ど
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
の

仕
組
み
の
再
構
築
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
調
査
結
果
に
も

反
映
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

一
般
介
護
予
防
事
業
と
サ
ー
ビ

ス
・
活
動
事
業
と
の
連
携
・
連

動
性
の
向
上
に
向
け
て
も
、
近

藤
尚
己
座
長
（
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
社
会
健
康
医
学

れ
た
。
議
題
は
、

（1）
第
8
期
計

画
（
令
和
3
～
5
年
度
）
主
要

施
策
の
評
価
（
案
）
に
つ
い
て
、

（2）
第
9
期
計
画
（
令
和
6
～
8

年
度
）
評
価
方
法
（
案
）
に
つ

い
て
、

（3）
第
8
期
計
画
（
令
和

3
～
5
年
度
）
介
護
保
険
事
業

の
実
績
に
つ
い
て
。
黒
木
淳
部

会
長
（
横
浜
市
立
大
学
国
際
商

学
部
国
際
商
学
科
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
教
授
）
の
進
行

で
議
論
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第

1
回
委
員
会
で
、
第
9
期
計
画

案
に
対
し
て
「
定
性
的
な
評
価

を
項
目
に
よ
っ
て
重
視
す
る
旨

を
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
」
「
定
性
的

な
評
価
が
加
味
さ
れ
る
こ
と
は

県
政
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
。

し
っ
か
り
反
映
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
定
量
的
な
評
価
だ
け
で

系
専
攻
国
際
保
健
学
講
座
社
会

疫
学
教
授
）
の
進
行
で
議
論
を

行
っ
た
。
「
市
町
村
の
規
模
や

実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
体
制

の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
」

「
一
般
介
護
予
防
事
業
の
み
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
事
業
設
計
で

は
な
く
、
広
く
介
護
予
防
に
関

わ
る
事
業
全
体
を
俯
瞰
し
た
組

み
立
て
が
必
要
」
「
住
民
主
体

を
尊
重
し
介
護
予
防
の
目
的
達

成
に
も
資
す
る
通
い
の
場
の
促

進
も
必
要
」
な
ど
の
議
論
が
さ

れ
た
。　
　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

【
2
月
14
日
】
「
か
な
が
わ
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
評
価
・
推

進
委
員
会　

令
和
6
年
度
第
2

回
計
画
評
価
部
会
」
が
開
催
さ

令
和
６
年
度
老
健
事
業

第
３
回
検
討
委
員
会
に

出
席

か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
評
価
・
推
進
委
員

会
に
出
席
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な
く
定
性
的
な
評
価
の
重
要
性

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

の
資
料
が
共
有
さ
れ
、
さ
ら
に

議
論
し
た
。
例
え
ば
「
地
域
の

支
え
合
い
の
推
進
」
な
ど
数
で

は
評
価
し
に
く
い
事
業
に
つ
い

て
は
、
定
性
的
評
価
を
「
重
視

す
る
」
と
し
た
。
神
奈
川
県
は
、

ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
を
用
い
て
目

標
値
も
掲
げ
な
が
ら
柔
軟
で
効

果
的
な
評
価
に
取
り
組
ん
で
い

る
。　
　
　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

【
2
月
27
日
】
「
令
和
6
年
度

第
3
回
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会
」
今

年
度
最
後
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
当
財
団
も
委
員
と
し
て
出

席
し
た
。
議
題
は
、

（1）
令
和
6

年
度
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
運
営
業
務
報
告
及
び

評
価
に
つ
い
て
、

（2）
令
和
7
年

度
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
運
営
業
務
委
託
団
体
選

考
第
2
次
審
査
に
つ
い
て
。

　

今
年
度
の
30
以
上
の
講
座
の

実
施
状
況
や
そ
の
対
応
、
今
後

の
周
知
に
向
け
て
受
講
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
発
信
す

る
な
ど
、
工
夫
さ
れ
た
取
り
組

み
の
報
告
を
委
員
で
共
有
し
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

令
和
7
年
度
の
運
営
業
務
委

託
団
体
の
選
考
で
は
、
第
1
次

審
査
（
書
類
審
査
）
の
状
況
や

質
問
事
項
な
ど
を
共
有
し
た
上

で
、
第
2
次
審
査
で
あ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

2
団
体
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
り
、
委
員
か
ら
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。
3
月
末
に
は

合
い
が
広
が
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
財
団

担
当
者
は
10
年
の
任
期
を
終
え

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
得

る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
地
域

の
つ
な
が
り
の
中
で
自
分
を
生

か
し
、
い
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
が
広
が

る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

（
鶴
山　

芳
子
）

受
託
団
体
が
決
定
さ
れ
、
令
和

7
年
度
の
運
営
が
始
ま
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
は
、

神
奈
川
県
と
委
託
さ
れ
た
民
間

団
体
が
連
携
し
て
実
施
し
10
年

と
な
っ
た
。
人
口
減
少
や
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
時
代
の
流
れ
に

沿
っ
た
人
材
育
成
に
つ
な
が
る

よ
う
運
営
委
員
会
が
議
論
を
進

め
て
き
た
。
人
口
減
少
は
さ
ら

に
進
む
が
、
同
カ
レ
ッ
ジ
の
テ

ー
マ
で
あ
る
「
地
域
で
の
支
え

か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会
に
出
席

●
業
務
用
の
Ｐ
Ｃ
や
ネ
ッ
ト
環
境
は
、
時
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
す
。
そ
ん
な
と
き
、
出
勤
予
定
で
な
く
て
も
必
ず
事
務
所

に
来
て
対
応
し
て
く
れ
る
の
が
、
Ｉ
Ｔ
推
進
チ
ー
ム
の
Ｓ
さ

ん
だ
。
あ
る
日
、
U
さ
ん
が
何
度
呼
び
か
け
て
も
返
事
を
し

て
く
れ
な
か
っ
た
そ
う
。
本
人
曰
く
「
自
分
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
よ
。

僕
が
い
な
い
と
き
は
あ
っ
ち
の
S
さ
ん
（
本
誌
編
集
担
当
）
が
い
る

か
ら
い
い
で
し
ょ
、
ハ
ハ
ハ
」
。
い
え
、
私
は
単
に
名
前
が
似
て
い

る
だ
け
で
Ｉ
Ｔ
ム
リ
で
す
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
よ
、
Ｓ
さ
ん

2025.435
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※
２
０
２
５
年
３
月
21
日
現
在
の
予
定
。

　

金
額
の
数
字
は
各
事
業
の
直
接
事
業
費
予
算
額
、
１
万
円
未
満
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

実
施
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
5
年
度

③
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑤
民
間
支
援
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
情
報
誌
発
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
統
括
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
調
査
政
策
提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
不
動
産
賃
貸
等
事
業

①
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
協
議
体
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
ブ
ロ
ッ
ク
等
と
の
協
働
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
地
域
共
生
推
進
・
助
け
合
い
拠
点
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑤
立
ち
上
げ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑥
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
社
会
人
地
域
共
生
活
動
参
加
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
子
ど
も
育
成
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

3
億
4
9
1
2
万
円

情
報
・
調
査
事
業

9
5
0
6
万
円

収
益
事
業

1
8
8
2
万
円

社
会
参
加
推
進
事
業

3
9
2
3
万
円

２
０
２
5
年
度
の
実
施
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

新
年
度
も
、
新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
財
団
一
同
邁
進
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2
月
号
の
本
間
郁
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

「
老
い
る
を
支
え
る
」
を
拝
読
し
な
が
ら
、

今
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
人
々

に
こ
の
施
設
長
さ
ん
の
よ
う
な
方
は
珍
し

い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
人
生
が
あ
り
、

あ
る
と
き
に
は
人
の
道
か
ら
は
ず
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
本
人
は
苦
悩

の
日
々
を
送
り
、
再
ス
タ
ー
ト
を
試
み
な

が
ら
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
人
の
心
の
中
を
読
め
る
人
間
で
あ
り

た
い
と
願
い
ま
す
。

再
ス
タ
ー
ト
す
る
人
を

理
解
で
き
る
よ
う
に

岩
手
県

小
野
寺　

明
子
さ
ん

　

多
く
の
人
が
新
た
な
気
持
ち
や
場
所
で

ス
タ
ー
ト
す
る
4
月
、
と
て
も
心
に
沁
み

ま
し
た
。

『さぁ、言おう』では、
皆様のご意見や情報をお
待ちしています。掲載記
事へのご感想、地域の助
け合い活動や居場所の情
報、日頃気になっている
テーマ、いきがい、社会
参加などなど、ぜひお寄
せください

※付属のハガキや投稿用紙も
　どうぞご利用ください。

〒105 -0011
東京都港区芝公園2-6-8
日本女子会館７階
公益財団法人さわやか福祉財団
『さぁ、言おう』編集部宛
FAX：（03）5470-7755
E-mail：
pr@sawayakazaidan.or.jp

投 稿 募 集

送 付 先

2025.437
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編集後記編集後記 ●「活動の現場」からは、人情の
まち・大阪から。「放っておけない」の精
神で近隣地区が協力し、移動支援を創出し
て活動を広げています（Ｐ４～）。 ●新コ
ーナー「生き方・自分流」がスタート。第
１回は高知県で子どもたちをあたたかく応
援し続けている酒井史さんです（Ｐ10
～）。●今年度の事業・プロジェクトが決
定しました。引き続き皆様のご支援をよろ
しくお願い申し上げます（Ｐ36）。 ●「い
きがい ・助け合いオンラインフェスタ202
4」のダイジェスト版が財団ＨＰからダウ
ンロードできます（裏表紙）。「紺碧の空」

はり絵・池田げんえい

「
菜
の
花
」

2025.4 38

＊お問い合わせは、編集部あるいは社会支援促進チームまでお気軽にご連絡ください。
電話  （03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

■さわやか福祉財団の活動をさわやかパートナーとしてご支援ください。
『さぁ、言おう』を毎月お手元に
お届けいたします。
さわやかパートナーは、さわやか
福祉財団の理念と活動に共感して
会員としてご支援いただく賛助協
力者の皆さんです。

個　人
年会費

▲ Ａコース  10,000 円
Ｂコース    3,000 円

法　人
年会費
 （1 口）

▲ Ａコース  100,000 円
Ｂコース     20,000 円

『さぁ、言おう』はみんなで新しい社会のあり方を考える問題提起型の情報誌です

公益財団法人さわやか福祉財団の会費は、特別な特典を付与するもの
ではない賛助会費であり、寄付金の一つの形です。

口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団
郵便払込  ００１２０- ９- ６６８８５６※

三井住友銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号２７５４５７４
みずほ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３３８３３２６
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３７３１７１４
りそな銀行  芝支店  普通預金  口座番号１１７４２９７

※払込手数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただければ郵送
　いたします。ただし、窓口にて現金（硬貨）でお振り込みいただく場合は、ゆうちょ銀
　行所定の取扱料金がかかる場合がございます。

一般ご寄付を
いただく場合の

お振込口座

■寄付金は税金の優遇措置が受けられます。
さわやか福祉財団へのご寄付は、所得税、法人税等の優遇措置が受けられます
（さわやか福祉財団は所得税の税額控除対象の公益法人です）。
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助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

丹

　直
秀

「
や
あ
、
ま
た
会
い
ま
し
た
ね
」

地
域
の
集
ま
り
で
は
よ
く
あ
る
風
景

い
ま
、
つ
な
が
り
づ
く
り
が
課
題
だ

で
も
、
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
だ
け
で
は

地
域
へ
の
広
が
り
は
生
ま
れ
な
い

よ
り
良
い
つ
な
が
り
づ
く
り
へ
向
け
て

少
々
し
ん
ど
い
思
い
は
あ
っ
て
も

新
し
い
顔
ぶ
れ
に
広
げ
て
い
き
た
い

●公益財団法人さわやか福祉財団理事
地域には「つながらない人」や「つながれない人」がいます。
このような人達には「つながっている人達」のプラス面を学ん
でほしいものです。

2025年度 
全国交流フォーラム
開催のお知らせ

2025年７月2８日（月）

さわやか福祉財団

　当財団の「新しいふれあい社会づ
くり」をご支援いただいている皆様
と一堂に会し、幅広い情報交換と交
流を目的とした今年度の全国交流フ
ォーラムを開催いたします。

●  詳細は決まり次第、財団ホームページに掲載いたします。
● さわやかパートナーをはじめとするご支援者の皆様には、別途案内状を郵送
いたしますので、お申し込みはそちらをご利用ください。

第１部  さわやかフォーラム　事業報告、トーク等
第２部  さわやか交流会　交流パーティー

第１部：KFC Hall　第２部：第一ホテル東京
（東京都墨田区  東京メトロ「両国」駅・ＪＲ「両国」駅最寄り）

第１部：無料
第２部：運営協力金として2,000円（当日受付にて）

電話（03）5470-7751　全国交流フォーラム（担当：中村）お問合せ

皆様のご参加をお待ちしています ！

当日は、故堀田力前会長に関する展示も行う予定です

概 要

場 所

参加費

（写真は昨年の全国交流フォーラムの様子）

背 2.0mm
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財団ホームページから
ダウンロードしていただけます

ダイジェスト版を

10

地域共生社会を

みんなでつくるた
めの提言

　進行役の宮本太
郎さんが、冒頭、

地域共生社会をめ
ぐっての整理とオ

ープニングフォー
ラムのテーマにつ

いて説明をした。

　地域共生社会と
は具体的にどうい

うことだろうか。
私流に定義をし直

すと、「誰も取り
残されることなく

、

支える側にも支え
られる側にもなり

、

縦割りを超えた支
援と助け合い・支

え合いで誰もが元
気に

なれる社会」にな
ろうかと思う。た

だ、この定義の中
にも

わかりにくいこと
がたくさんある。

　まず「元気」と
は何か。これまで

は支える側・支え
られ

る側はわりとはっ
きり分けられ、支

えられる側は、「病
気」

「障がい」「老い」
イコール元気がな

い。支える側は、「
健

康」「健常」「若
さ」イコール元気

に満ちている。だ
から、

支えられる側を支
えるという話だっ

たが、今はどこまで
が

地域社会の現実だろ
うか。「健康」「健

常」「若さ」と「病

気」「障がい」「
老い」の間のゾー

ンが大きく広がっ
てい

るのではないか。
例えば、ピンピン

コロリはかつて理
想と

言われたが、幸か
不幸かなかなかそ

うはいかない。ど
こか

調子が悪くなって
いくが、だましだ

まし頑張っていこ
うと

なる。言うならば
認知症でもがんや

うつでも普通に暮
らす、

働く時代であり、
あるいは、多くの

方が自分の中にち
ょっ

とユニークなとこ
ろがあると感じて

おり、軽度障がい
、発

達障がいはある意
味では誰にでも当

然のことのように
なっ

ている。

　また、若さと老
いの境界線はどこ

で引けるのか。20
～65

歳までの労働時間
が約10万時間と言

われ、65～85歳ま
での

起居時間が約10万
時間。ドイツのマ

ックス・プランク
研究

所は2007年生まれ
以降の日本人の半

分は107歳まで生
きる

と言っており、そ
うなると65歳以降

の起居時間は約20
万時

間。すると65歳は
ゴールではなくて

ターニングポイン
ト、

中継点に過ぎない
。これからの「元

気」は支える側・
支え

られる側どちらか
にはっきり分かれ

るのではなく、地
域に

自分の「場」があ
って、前向きにな

れる「元気」では
ない

かと思う。では、
そういう元気をど

ういうふうに広げ
てい

くのか。私たちは
どういう時に元気

になるのか。誰か
とつ

ながって認め・認
められ、自己肯定

感を高める時に元
気に

なれる。そういう
意味では、まず大

事なのは「つなが
る」

こと。元気をなく
している人とどう

いうふうにつなが
って

いくかが１つのポ
イントになる。

　２番目に「つな
ぐ」。元気でいら

れない理由は複合
的で

あって、それを打
開する支援は包括

的でなくてはいけ
ない。

そういう意味で縦
割りを超えなけれ

ばいけない。いろ
いろ

な支援を組み合わ
せてつなぐと同時

に、元気になる方
法の

一番大事なことは
、元気が出る「場

」に身を置くこと
なの

で、そういう「場
」につなぐ。

　３番目は、その
「『場』をつくる

」こと。地域には
いろ

いろな困り事が山
ほどあって、子育

てや介護などで支
え合

わなければいけな
い。そういう場が

、実は一番元気が
出る

場になったりする
。そういう意味で

の「場」づくりが
問わ

れてくるだろう。

「つながる」「つな
ぐ」「 『場』をつ

くる」は日本の地
域

福祉政策の骨格に
なってきている。

地域共生社会をつ
くっ

ていくための重層
的支援体制整備事

業が新たに社会福
祉法

に定められており
、第１号の事業は

「つながる」ため
の事

業。例えば、地域
包括支援センター

で障がい・子ども
・困

窮の問題を扱って
もよくなり、その

時に交付金も一括
して

出すことが新たに
認められるように

なっている。「つな
ぐ」

「『場』をつくる
」についても第２

号、第３号事業と
して

制度の応援が整っ
てきている。

【進 行 役】

【登 壇 者】
宮本  太郎氏 中央大学法学部教授

村木  厚子氏 （社福）全国社会福
祉協議会会長

西　  智弘氏 川崎市立井田病院腫
瘍内科部長、（一社

）プラスケア代表理
事

丹野  智文氏 （一社）認知症当事
者ネットワークみや

ぎ代表理事

熊谷  美和子氏 （
特非）たすけあい平

田理事長

オープニングフォ
ーラム

宮本 太郎氏

■ 特別トーク
飯島勝矢氏、辻哲夫氏、近藤克則氏、
杉山孝博氏、中村秀一氏、石山麗子氏、
髙橋陽子氏、田中滋氏
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　これまでの３回のサミット、そし
て2023年のオンラインフェスタでも
有償ボランティアによる生活支援の
広げ方を考えたが、今回は有償ボラ
ンティアを実践、あるいは支援して
いる登壇者の事例を基に、有償ボラ
ンティアにはどういう特徴があり、
どういう役割を果たしているのか、

また、助け合い活動と介護保険サービスの違いなどについ
て議論したいと進行役の中村順子さんが趣旨説明をした。
　そして、中村さんは助け合い活動の類型などについて説
明した。1982年に有償ボランティアを関西で始めた団体に
いた。当時は措置しかない時代で、市民がお金を出して助
け合うのは斬新で新しい考え方だと共感してその運動に入
ったことを覚えている。2000年に介護保険制度が始まり、
有償ボランティアが若干停滞気味になったこともあった。
15年、最後まで住み慣れた地域で暮らしたいと地域包括ケ
アシステム、つまり住居を中心に医療や介護サービスが受
けられ、さらに生活支援・介護予防として住民が助け合い
ながらお互いを支え合うサービスを基盤に置く素晴らしい
地域ビジョンが示された。まもなく10年になるが、プロフ
ェッショナルなサービスである医療・介護は進化を遂げた
と思うが、その基盤となる住民の助け合い、市民同士の支
え合いはまだそんなに進んでいないと言わざるを得ない。

助け合い活動の類型は左図のように大きく分類できると思
う。有償のほうが無償より頼みやすく、継続して続きやす
い。無償には課題発見力、有償には物事・ニーズに対して
解決力が求められている。生活支援・介護予防の分野にお
いては住民同士の助け合いで支え合っていく必要があると
思うと課題提起した。

　山形県天童市で30年以上、気兼ね
なく支え合い、長続きし、提供する
側のいきがいにもなるという理念で、
有償ボランティアの助け合い活動を
進めている加藤由紀子さんは、「ふ
れあい天童」立ち上げの経緯・思い
等を紹介した。
　ふれあい天童は助け合いをしたい

という気持ちで92年から始め、介護保険には参入せず、助
け合い活動のみを行い、市民のあらゆるニーズに応える活
動を続けてきた。始める前に12年間、仕事を辞めて３人の
子育てをしながら５人の介護を経験した。この時、誰かに
手伝ってもらえたらありがたいと思ったが、介護を手伝っ
てくれるような人は周りに全くいなかった。これは私に活
動をつくれということだなと思った。
　ふれあい天童開設15日目に通院介助の依頼を受けた。家
族が仕事を休めないためで、車イスとベッド上の生活の方
だったので、この人にどう対応すればいいのかを仲間内で
一生懸命話し合った。ところが、やってみたらわりあい難
なくできることがわかり、とても自信がついた。その後、
ありとあらゆる困り事が私たちのところに回ってきて、
様々な重介護や看取りなども行っている。私たちが応援す
ることで、その人が安心して暮らせるようになるとわかり、
応援することが私たちの喜びとなって活動の輪が広がって
いった。活動を多くの人が知ることで、一緒に活動してく
れる仲間も増えた。
　活動を始めて見えた課題は、高齢者の一人暮らし・高齢
世帯の増加や、家族の介護力不足、老々介護の増加、認知
症患者の増加。大変だなと感じたのは、高齢者の母（父）
と息子世帯の増加で、仕事を辞めて親を見たいという息子

その人の思いを実現する

加藤 由紀子氏

中村 順子氏

有償ボランティアによる生活支援の広げ方

【進 行 役】
【登 壇 者】

中村  順子氏 （認定特非）コミュニティ・サポートセンター神戸理事長
加藤  由紀子氏 （特非）ふれあい天童理事長
鈴木  恵子氏 （認定特非）すずの会理事長
田口  研一郎氏 葛城市第１層生活支援コーディネーター

学ぼう
編
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　冒頭、進行役の清水肇子が趣旨を述べた。地域共生社会

づくりに向けて「ごちゃまぜ」、どのようにつながったら

いいのか、どのようにつなげたらいいのかと、皆さんすご

く悩んでいる、あるいは意欲的に取り組んでいるところだ

と思う。これまでのプログラムでもいろいろな事例の中で

「つながりが大事だよね」という話をたくさん伺った。前

半は、登壇者の皆さんから地域の中で多世代・多分野でつ

ながりながらいろいろなネットワークを組み、活動・取り

組みをどう広げているかの紹介、同時に参加者の皆さんか

ら登壇者への質問を募集し、後半は、その質問に登壇者の

皆さんが答える形でつながりづくりの進め方の議論を深め

たいと説明した。　続けて、参加者に投票機能を使って質問をした。

　ＳＣさん、社協さん、包括さんほか、やはり一番主軸に

なって地域づくりに取り組んでいる皆さんが多い。住民の

皆さん、介護事業や医療・看護関係の方、企業・学校関係

の方も参加している。

「１年未満」「１～３年未満」のこれから勉強していこう

という方が約半数を占めた。また、「５～10年未満」が約３

割だが、「20年以上」という方も含め、長く関わっている

という方も多かった。

　やはり「新しい取り組みへの意識の醸成」が圧倒的に多

い回答となった。次に「場所・機会の共有」「硬直的な制

度・サービス」。「意識の壁」が直面している一番の課題

となった。

「地域の住民・市民同士、あるいは市民活動同士をつなげ

る」「地域の多様な主体をつなげる」が多く、「企業との

連携」もけっこう多く、関心が寄せられた。
　社協に入って20年、2020年まで大阪府太子町第１層ＳＣ

だった貝長誉之さんは、太子町の生活支援体制整備事業等

の取り組みと大阪府でのつながりづくりについて紹介した。

　太子町は半分が山で、端から端まで車で10分で行けると

いうコンパクトな町に約１万2700人が生活している。高齢

つながりづくりの進め方地域共生社会づくりに向けた
ごちゃまぜの「つなげ方・つながり方」とは

【進 行 役】
【登 壇 者】

清水  肇子 （公財）さわやか福祉財団理事長

新田  國夫氏 （一社）日本在宅ケアアライアンス理事長

貝長  誉之氏 （社福）太子町社会福祉協議会事務局次長 兼 地域包括推進室長

中村  保佑氏 東灘こどもカフェ代表、労働者協同組合甲南げんき村代表理事

江田  佳子氏 佐々町多世代包括支援センター参事

ＳＣ 39％　協議体構成員 2％　行政 8％
社会福祉協議会 24％　地域包括支援センター 11％

地縁組織・ＮＰＯ・非営利団体 5％　介護事業 1％

医療・看護 1％　企業・学校 1％
その他地域づくり関係者 6％　一般市民 2％

立場・所属を教えてください。（２つまで選択可）

Q1

１年未満         19％ １～３年未満    26％

３～５年未満  14％ ５～10年未満  29％

10～20年未満  6％　  20年以上           6％　

今の活動・仕事に関わっている年数を教えて

ください。

Q2

地域の住民・市民同士をつなげる 22％
地域の住民・市民活動同士をつなげる 20％
地域の多様な主体をつなげる 21％
庁内連携（他の施策分野）の担当部門との連携 9％　

医療・看護との連携 3％介護事業・施設との連携 4％企業との連携 10％学校との連携 6％商業店舗（商店街）との連携 5％　

地域におけるつながりづくりについて、今取

り組んでいること、これからまず強化したい

ことは何ですか？（３つまで選択可）

Q4

新しい取り組みへの意識の醸成 66％　情報の共有 7％　

場所・機会の共有 12％　硬直的な制度・サービス 8％　

費用 6％　デジタルの環境 1％　

地域におけるつながりづくりについて、今

一番壁になっていると思うものは何ですか？

（１つ選択）

Q3

ごちゃまぜにつながろう

　昨年10月の「いきがい・助け合い
オンラインフェスタ2024」をダイジ
ェスト版としてまとめました。
　財団ＨＰトップページ右上のバナ
ーをクリックしてダウンロードして
ください。

右のコードからも
ご覧になれます

フェスタの参加者と登壇者の皆さんにお聞
きした「これからの地域共生社会づくりで
大切にしたいキーワード」を、ダイジェス
ト版の表紙に入れました。
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